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非 常 勤 講 師 吉 地 望
1 科 目 名 地域社会論(医 学 科 ・看護学科12学 年前期/選 択)
日 時 平成21年8月26日(水)2講 目
履修者数7配 付数:7回 収数;5回 収率:71.4%
*評 価結果(平 均) 5.00
*評 価 に対す るコメ ン ト
この 度 は,よ は らLい 評 価 を頂 きあ りが と うこ さい 玄す。 地 域 社 会 論 の 講 義 初年 度 とい う こ と もあ り,受1満 占
数1均 ㌦州kり も、少 な か ・たの です か,学 生 さ八 の意 欲11浪 摯 κユ=熊度 の お 陰 て,よ い雰 囲 気 の な か 講義!"f]う こ と
か(ぎ ま 〔た 、,講義 々 始め る にあ た ・ぐ,埴 川 市 に馴 染み の 薄 い 方には,埴 川 巾 を知 る機 会 にlC迫 ぎた い とい
う思 い と,馴 染.'気の 薄 いhか ら 見た 旭 川 は,と の 上う な課 題 を抱 え てい るか に つい て,率 直 な意Lt'.聞 くこ との
て さるkい 機 会 に した い,ト考,セてお りま した,,評 価 は レポ ・一トて行 い ま[た か,そ こか ら得 られ た意 見は 今後 の
川 川iliaノ溌 展 右者,と る[.(4,意 義 な4,・ノ〕(あ り,私 ・ノ♪想 像 を超 え る もの てLた 、,これ か ら地 域{1会 ・[,、療 の 中枢
を担 う学 ノiM達 が,こ れ ほ との ア イデア や地h曳頁献 に 嗣 冒る意 欲 を持 、てい る 当を 知 り,私 自∫扶 い に 勇 気 つ
け ら才1,」、[た 、,今後,講 義(学 入 た こ ヒが 少 〔L=も 地 域FI会 ・医 療 呑'考え るLで 役 に 立1な ビ,は,こ れ に勝 る 画
・γ附 あ り 責せ ん,
内科学講座(消 化器 ・血液腫瘍制御内科学分野)藤 谷 幹 浩
囮 科 目 名 臓器別 ・系別講義IV(医 学科第3学 年前期/必 修)
日 時 平成21年9月1日(火)2講 目
履修者数103配 付数:59回 収数:59回 収率:100%
*評 価結果(平 均)4.86
*評 価に対するコメン ト
学 生 θパ ろ 、 白 分 かIII・)鑑を す る ヒう に な る ∫顧は 思 い も 、ヒら ず 、k<寝 て い まLた が 、 そ れ て も叩 僚 に 残1て い
る 先11.乃 、flI∫ノ＼カ・い ヒし た 、 な入!丈 、 メきねkて1粥 い た!、 トカ・!丈L・h・うな 、 臣無暦く`わナ見ユ易び♪.t∫旧寿ノドlnll'i<教 、こて くれ る
先'1ノ ノてLた 、,そLて 、 情 熱 が 伝 わ,て くる1満 義 一CLた り い 皇、 そ/tな 講 義 か'Cき る ヒう に 、 努 川[(い1、 ・」一、
1削 ヒ器 病 、41に 内 視 鏡 の 分 野{よ 、1休 州i堺 ・～・リ・一旧 て い る 領 域 でdr,常 に 最 新 の 情 報 を み ∠疑 入 に 発fl,」『る





荒 木 章 子
臓器 別 ・系別講義MI(医 学 科第4学 年前期/必 修)
平成21年4月22日(水)2講 目
93配 付数:93回 収数:47回 収率:50.5%
*評 価結果(平 均)4.79
*評 価 に対す るコメン ト
今回 、 私・ノ)講義 呑・訓'価tcい た だ い た こ とを大 変 嬉 し く思 い よす。
私 か 、 講 義 に際[(意 識L(い る こ とは 、 臨場 感 と 「転体 性 で ナ。"白 閉 症 スペ7ド ノム のD∫ さ入 は 、 知的 発
1童に 比L(想 像 りか 伸 び に くい"と 、 覚 え る た け ヒリ も、実 際 に 自閉 症 茨べ7ト ラム の ゴ瑳 さ凶 か1婁}いた絵r,一想
像 ノ」〔わ現 れ とLC見 た り、ADHI)のD了 さ んの で台療 前 後 の 板 津}の変fヒを 、なた こ と て 、 私 か意 図[/:かkり 的
刷 一伝 わ,た の では なL・か と思 いi-,,難 し い 中門 用語 と定 義 や診断 基準 、検 査法 、治 療 な と 御 藍歳 て い くこ と
は 、1,し ろん 申 要な こ とで 」』。 その 前 提 で 、 臨 場 感 を 伴 う こ とで 興味 か 、概 念rr」寸 きず に 具 体性 か 高 い こ とC理
解 か巡 むの で61な いカ・,ト㌃ て い 、…t,、
・a-( 、 一(き川 よ私 か講 義 個 た 分里fに、 ヒリ深 い 興 味 超,べ 、将 来 は 一 緒 に 仕 事 を して くれ る 人た ち か 出



























① 全 くそう思わない(良 くない)
科 目 名:心 理学(医 学科 第1学 年 前期/必 修)






























*評 価 に対す るコメン ト
心理学 コーディネーター 高 橋 雅 治
本講義のH的 は、全人的な医療を実践するために必要な心理学の基礎知識を体系的に修得することである。講
容は基礎心理学 ・臨床心理学 ・発達心理学の3分 野からなり、コーデ ィネーター自身が全講義を担当した。
科 目構成(問5か ら問8)の 評価結果は3.9か ら4.3と 良好であり、科 目内容(問9か ら問13)の 評価 も3.7か
ら4.1と高かった。 しかし、コメント欄では、「速すぎる」、「内容が多すぎる」 という意見が散見された。一方、
総合評価は4.3と 高い結果であった。
全体的に高い評価が得られた理由としては、各分野の某礎知識を精査して講義 したこと、プ リン トを毎回配布




科 目 名:地 域医療学(医 学科第1学 年前期/必 修)






































*評 価に対す るコメン ト
地域医療学 コーディネーター 藤 尾 均
カリキュラム改定に伴って今年度新たに開講された医学科1年 生の必修科 ト1である。学生各自が北海道の地域
医療の現状 と課題を理解し将来展望に活かすことをねらいとしている。 まず筆者(藤 尾)が ガイダンスを1コ マ
実施、翌週は本学の竹中泰英非常勤理事が財政学者の立場から講演 し、さらに翌週から、実際に地域医療の現場
で御苦労されている本学卒業生6名(平 元東、橋本政明、和泉裕 ・、丸11純 一、宮本光明、竹居田和之び)各氏)
がそれぞれ独自の視点から講演 した。講演の内容も形式も演者の裁景に委ねたため、バラつきがあ り、よくいえ
ばバラエテ ィーに富んでいたが悪 くいうとまとまりがなかった。講演の模様は演者の了解を得て本学学術成果 リ
ポジトリからダイジェスト版を発信中である。平均値は表のとおりであるが、 自由記載欄を合わせ読むと、面白
くて将来への動機付けになったなどとするポジティブ派 と、あまり役には立たなかった とするネガティブ派 とに





科 目 名:情 報統計学(医 学科第1学 年前期/必 修)






























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
情 報統 計学 コ ー デ ィネー ター 山 内 一 也
情 報統 計学 の 授 業 内 容 は 、 コ ンピ ュー ター リテ ラシ ー と統 計学 の初 歩 を学 ぶ こ とにあ る。 コソ ピ ュー ター リテ
ラ シー は ク ラ スをA組 、B組 の2ク ラ スに 分 け 、 担 当 教 官 に は 負 担 増 とな る が 、 週2同 の 授 業 を 展 開 して い る。
「あ な た 自身 に つ いて 」 とい う評 価 の項 で は 、2.5、4.5、4.3、3.3と い う評 価 で あ る が、 出席 状 況 の評 価 が 高
いの は 、 コ ソ ピ ュー ター リテ ラ シー で は毎 回 レポ ー トを 提 出 しな け れ ば な らな い こ と、 統 計 学 の 授 業 で は 、 毎 回
小 テ ス トを行 う とい う授 業形 態 に よる もの であ る と思 わ れ る。「科 日構 成 」 とい う評 価 の項 で は、3.7,4.1、3。8,
4.0と い う評 価 な の で一 応 の評 価 を受 け た と考 え られ る。「科 目内容 」 とい う評 価 の 項 では 、3.i,2.9,3,5,3.1,
3.4と 前 回 を 少 し下 回 る評 価 で あ っ た。 「総 合 評 価 」 で は3.3と い う評 価 な の で まあ まあ の 評 価 を受 け た と考 え ら
れ る。
科 目 名:祉 会医学基礎 皿(医 学科第2学 年前期/必 修)

































*評 価に対 するコメン ト
社会医学基礎皿コーディネーター 田 中 剛










科 目 名:生 命科学皿(医 学科第2学 年前期/必 修)



































生命科学剛コーデ ィネーター 鈴 木 裕
生命科学皿は生命科学IXお よび基礎医学1と いった一連の基礎医学系科 目の出発点 として、また生命科学実習
W(生 化学実習)実 施のための基本を学ぶ科 目としての意義を持たせてあります。複雑な代謝反応 とその制御、
それ らの異常による病態発症など、生命現象を分子レベルで理解する"生化学"の重要性を認識 し興味を持って学
習できるように継続的に改良してきています。今年度は特に、講義ごとの小課題により重要ポイントを復習して
いただ く、また講義 日程終f後 でしかも生命科学実習M(生 化学実習)の 開始前に単位認定試験を実施すること
により学習効果を高めるよう、講師一同力を入れました。受講者全員が本試験で合格 したこと、また、授業評価
の自由記載(小 課題 と試験時期について)か らも、その意図は達成されていると判断されます。今後も、さらに、
授業、配布資料、小課題内容と数、試験内容について工夫と改良を加えていきたいと考えています。学生の皆さ




科 目 名:牛.市 科 学 医(晩 学 科 第2学 年 前 期 必 修)















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
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科 目 名:生 命 科 学:XI(1気1学 科 第2学:年qij期 必 修)




















*評 価 に対す るコメン ト
牛.1η}季 こ1.「1}ノ'Xl:1・.・ ケゴf一 払 ・ 田 中
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科 日 名:臨 床医学概論1(医 学科第3学 年前期/必 修)


































*評 価に対 するコメン ト
臨床医学概論1コ ーデ ィネーター 吉 田 貴 彦
従来第4学 年で展開された旧衛生学、公衆衛生学、法医学領域の講義が再編され、新新カリとして第4学 年で
の 「社会医学」と、第3学 年での 「臨床医学概論In」 の前期分に相当する科目として設定され、医師の名義
貸し問題の発生などを受けて社会医学系の内容のうち倫理的な側面を多く持つものから構成することが当初の本
科目編成の趣旨であった。衛生、公衆衛生、法医、医の倫理、医事法制 と広い範囲をオムニバス方式で展開する




科 目 名:医 療情報学(医 学科 第3学 年 前期/必 修)































医療情報学コーディネーター 廣 川 博 之
本講義は、1)医 療情報に関する基礎理論、2)医 療情報管理、3)医 療経済、4)医 療情報の社会医学への
応用の9つ のテーマで構成されている。これらはいずれも医療人として習得しておきたい領域であるが、理論的、
技術的な事項 より、臨床に関連するような具体的な事例等に時間を割いた。





科 目 名:臨 床医学序論(医 学科第3学 年前期/必 修)































*評 価に対 するコメン ト
臨床医学序論コーデ ィネーター 奥 村 利 勝
各臨床講座の全体像の紹介(例 内科学とは)で 講義を構築 してきました。臨床医学全体像を見渡す意味では
各論の前に行われる意義は大 きいと考えております。授業評価に関 しては、全体的な満足度が4,1で 昨年の3.8に
比べると若干増加しておりますが、未だ満足できるものではありません。回収数66人 の中で、大変良いが26名、






科 目 名:臓 器別 ・系別講義1(医 学科第3学 年前期 必修}
履修 者数:10】 配 付数:97回 収数:11回 収 率 一5。1%
*評 価結果(平 均)
.,.0;,.繋 卿 鷹1嬰1囑 磐 雌1一 埋1呈151漂;隣 .ii翌
*評 価 に対す るコメン ト
臓糊1レ 系別講義T・1-_,f払 …躯 笹 嶋 唯 博
各質 問 項 目 と も:≧ 点 台 の 評 価 て 、学1Lに と っ て 講 義 と 試 験 に 関 す る あ る 桿 度 の 改 善 要 求 の あ る こ とか 伺 わ れ る 、
過 密 な 講 義 ス'フ ジL-1レ や 試 験 問 題 を 必 ず 〔.も講 義 が 網 羅Lて お ら ず 問 題 か 曇鮭 い な,11の1く 満 か あ る り∫、IUI回
指 摘 さ れ て きた 教 官 問 の 調 整{こ 足 に ↓=る講 義 内 容 ♂)弔 複 は 逆 に 復 習 に な 、て 良 い と 肖 う 意 見か あ.,た 、,講uに は
理 解 を 容 易 に す る 、ルこめ ・定 の ス トー り 一 が 必 要 で あ り 、 重 複 が 避 け ら オ1な い 部 分 もあ る の て そ の.ヒ う な 指 摘 は 歓
迎 され る 、,試 験 川 題 の 難1.さ や 講 義 に な か っ た 出 題 な ど の 点 に 対 す る/`p]は 、 卜分 理 解 て き る が 、 近 代 医 学 の 膨
た な 知 見 を 講 義 で 網 羅 す る こ 、L'Ll:/河 能 で あ り 、 講 義 を 基 本 に 関 連 領 域 を 各 自 で 学 習t.医 学 知1識 の 幅 を 拡 け て 順
くLか な い で あ ろ うり そ れ 故 医 学 生 が 目 夜 勉'』〆7に励 む の は 世 界 共通d)fL;景 で あ る か 、 そ れ を 克 服{.て 到 達 ず る ・ノ♪
,ウ」iつミr闘1iT馬でべ弄,I」、!き 堵t/三1う、し・,L二!き存 で1:f1tfi`il`1:;う」濤i/、しノ)-ξ謹も♪る、
科 日 名;臓 器"lj・ 系 別 講 義 八7(医 学 科 第3学 年1而 期 必 修)
∫f蔓"峯詩千妾支:1〔 〕1西 己f・」'だ孜1:781ロ1⊥{《 委女=:591lq耳 ～(率:75.6ρ6
*評 価結果(平 均)
月細 「糊 制i::L牌{」 「 　コ::]1際1口llll一]燃一i摂IL階1　 lll昌lll、:■1憎
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臓 器 別 ・系 別 講 畑 コ ー ウご梓 ・-7一 河 野 透
U【1「【.二k寸'rrくて)"}∫='L.'1'i【Hi〔ノ)■ノ7ンノ7・・卜誕胡許r三`ξ、f:1・[IIノ寸ギぎ[二1裟i,)-1:)1{I」㌧・}う～IIIl'i.k才`i-(.r5})、 千こi・tl斤堂午疹〔ノ)」乾D～ぐ、/♪・イ妾こ
の 学 習 意 欲 、 試 験 な と て あ る が 、 企 画 に お け る ∫1乏低 限 の 目標 、㌧'iジこ,履修i的 が 達 成 さ れ た か 、トい う 質 川1.割 し て
'ド均 点1点 でllメ}り
、 今 後 は も う 少1.Lけ る1.、 努 〃 が4Z・要 て ～1駈=)とt+i-'.r,,...る結 「4ξてLた り 激 た 、 内 容 の 過 度 なlf〔
複 、【'いう 点 てほ ・「4均点:;.8と か な り 悪 い 成 績 で 、 講 義 内 容 に'♪ い て 教 帥 側 でlli:複L.な い よ う に 情 擢 交 換 を 戯=)必
要 性 か あ る1!二1、賑 る結 果 で1.た 。学 生 側 に お い て はi"i'な ヒlll㌧1ノ＼の 努 わ に 関Lて1～ 数 か[.て い な い 、卜答 え て お り 、
個 ノ＼の 努 〃 、 意 欲 にh・ て スび く/1:右 さ れ る項 「「て あ る か 、 授:牲if与闇 な 、1二1πゆ と り が 必 要 な4)か も!オ[な い,,最
後 に 、 講 義 を 担"il.て い た だ い た 先 生 ノ∫に 深 謝 い た し 一d.U
科 日 名:臨 床 医 学 慨 、論IH(医 学:科 第4学:年 前 期'必 修)
1f重"毎1レ≧妾父:92丙 己f・1'妾女:771口1耳 《凄文:13iui月 《率:55.8n(∫
*評 価結果(平 均)
P男一　蝋1:1.lll磨 鷺 晦1緊 哩 〕:妊1噂伊騰1.liill⊥::lit
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臨 床 医 学 既 釧1・ 卜 ・デ 伴 ・一匹 奥 村 利 勝
必 修 コ ー スi医 学 概 論lllIli:臨 床 の 現 場 で は 特 に 重 要 で あ る:1ズ デ でカ1い ノ)業f釜 を 理 解 し 、 チ ・一ム 医 療 の 屯 要
性'=N',L'ioc.識Lても ら う 狙 い が あ る 。1年 生 の 前 臨 床t4三習 の 段 階 で の コ ・・ス て あ り、 本 コ ・一ス でd>コ ズデ でカ ル の
b話cr.臨 床 実 習 ⊥1人降 の 充 実 に つ な が る こ と を 期 待Lて い るD今 年 の 総 台 評 価 は1勉 去 の3点 台 後1冥 二比 へ て 、 明 ら
か に 低 い:3.3で あ.,た 。 週 去 数 耳 と比 べ て 、 コ ー ス の 内 容 に 尺 き な 変 史 が な か っ た こ,!`か ら 、 マ でナ ス 要 素 か 判
然 、U.な い が 、 こ ・り低 評fllllを・受 け1ト め 、 満 足 度 の 高 い コ ー ス へ 「 たす る 必 男fか あ る 。LかL.、 本 コ ー ス 以 外 に は
卒 前 程卜後 に も ま と め て コ メデrカ ル か ら 直 接 、`t部 門 の 業 務 に つ い て を 聞 く機 会 は な いl!幽思 わ れ る 。 料 妾臨 床 医




科 目 名:社 会医学(医 学科第4学 年 前期/必 修)



































*評 価に対するコ メン ト
社会医学コーデ ィネーター 吉 田 貴 彦
衛牛学 ・公衆衛生学 ・法医学からなる社会医学領域の講義は、「社会医学」 と3学 年の 「臨床医学概論1・ π」
としてオムニバス授業で展開 される。双方 とも臨床医学的な領域から、保健医療統計 ・疫学、医療行政 ・法規な
ど広い領域にわたり、比較的理解しやすい範囲を集め3学 年に展開するため、科目毎に統一一件が無 く全体像を捉
え難い面は否定できない。 また、医学 ・医療を社会 とのつなが りの視点から学習するものであり、疾病側からみ
ると臨床医学とダブるように見られやすい。総合評価を始め多くの項日で咋年、 ・昨年を ド回った。評価票の回
収率が約4割(例 年8割程度)と 極めて低いために判断 しづらいが、試験問題が難しいとの評価(問13:3.2)・ 自
コ
由記載の指摘があり、試験時に評価が行われたことも影響したものと思われる。カリキュラム2009で は科 目別展
開、4学 年への集約が図られることを受け、前倒 しで改普を検討 したい。
1
科 日 名:臨 床放射線学(医 学科第4学 年前期/必 修)





































*評 価に対するコメ ン ト
臨床放射線学コーデ ィネーター 油 野 民 雄
'椅科目では核医学、放射線診断学、放射線治療学を15コマ、9名(非 常勤1名)の 教官によ・・て担当させて頂
いた。近年の放射線診断 ・治療における機器 ・技術の進歩に合わせて、盛 りだ くさんの内容であったと思われる。
学生からの評価はおおむね良好であったが、「学生自身」の評価で予習、復習の項 日が2点 台(最 高5点)と 低







科 目 名:臓 器別 ・系別講義粗(医 学科第4学 年前期/必 修)







































臓器別 ・系別講義～皿コーデ ィネーター 藤 枝 憲 二
臓器別 ・系別講義Wは 産婦人科、小児科、泌尿器科、小児外科、救急医学の各講座が担当し、産婦人科,.r一から





を伝えることをt眼 としてお り、決して試験に合格することが]的 ではないことを理解 し、より一層の自学自習
が必要とされることを再碓認してほしい。
9一
科 目 名:臓 器 別 ・系別講義珊(医 学科第4学 年・前期 必修)


































*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臓 器 別 ・系 別 講 義 、111コー デ 梓 一7一 杉 本 昌 也
II蔵器 別 ・系 別 講 義X111は 麻 酔 科 蘇 生 科 講1・ド 救 急 医 学 講 座 整 形 外 科 学 講 座-θ)3科 て 担'11さ せ てJn、 、 ま[.ノ 、一
各 科 毎 に 糸勺1週1川 程 度`ノ川1!、 朝 か ら 晩 ま て'lllJ.・科 目 ・ノ)集 【t'講義 と い う 形 式 てLた 、,
ソ ン ケ ー}・ の 結 果 か1弓・は 、 科 目 構 成 に 関L履 修 日 的 θ)周 ケ{ロ、 内 容 」、 ペ ーズ ス に 関[て 人 き な 川 題 は な か
っ た と 判 断 し.ぐ.llり ま 」 試 験 問 題 の 分 量 が%い,レ の7し … ム が あ りH -.た が 、 危 分 野 か らの 出 題 、i・な る た め 、
仕 ノ∫が な い 部 分 もあ る ♪ 考 え て い ニセす,」 ノあ後 、 検 討Lて い く 」つ定 で す 、,
科・ll名:生 命 科 学(看ii学 科 第1学 年 前 期 必 修)






































*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
生 緋1・ 龍 ・… ・ゴ で 』『浮 ・仏 ・ 林 要 喜 知
帝谷、rr、;・卜fllllLよ:;.7〔}『'(〒、←)り 、 ξ》 ピ',1二a』受 陶菜と1人r容!1:舟 ノ乏1二 才)ノ'二・,'(〔[臼」lrご ～モ± ♪二)、二 、ヒ 〆う」ノ}ξしv)「,才1-⊂=L・!二)、}1{・1三fllrlカLfj～1〆つ… ノ:二flllll
"IP'r〔llIl4、9、10、1:;)1二{土 、 ∠}1妾 【攻a左'hll;;一 ご ㌧＼きr二L・ 。1'1二 、iflllま 本fこi・II能r本1二1～!1」 一て♪』ノノfタF"ン 」ノ、カ・
/1くト う♪ てで
、{ア)・ノ'二/:しv)、 噛4ノ 、、'一.ノ～『/くプァ/tこ一(でrl蹄才{三ノ上'り乏1半目 寸一〆二)幸:卜ll』'ぐぽF)ンニ)、こ と カ・　、)メくL・1二 』ぐ!≠了L■ ・〔L・ ζ)、,'ノブ で ノLピン1ノ 、一(〒、
不:1・11釜rイ∫(ノ)'」}∫門」ヤ 目 標 べ}lf縫化を要 理 〔呑・し つ カ」りLi兇 日月L.'て/・ き ノ:㌧ ・,.,ま ノニ、'γ::,;,」頁 目1二 才.∫㌧・'て一萸任～ゐ1弱 力・ポ巧L・ 、ヒ こ/♪ べ)ll式
験r俺 川 が 膨 尺 で あ ・っ た 、トい う 科ll構 成 卜.の"}」題 に つ い て は 、 適 官 小 テ'ノ 、トや 中 間 試 験 イi凸実 施[.、 フ か 一ド へ ・ノ γ
・」一る シ ソ
、う ノ、在づピ語入、Lr二 ㌧＼Lξ'党 一(L・ ∫二)、,,`'〔1昌1対玩「=べ・」〔1加蹟霞 寧}14)酉 己イ1ゴ、 ズろ乏;)㌔・1よ、 許甫};114=1【・1'一ぐ11、11、「チ1昌」在・ル・ll、'L1=
㍉J2'al≧,塑享し二f71L章7:1:ヌ こノ≒・If董:才ユノ`二L・ぐ,
科 目 名:健 康 教 育 論(看'護i学 科 第1'Y:年 ・前 期 必 修)





*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
糊 徽 育 論 ・ト う:f-一 一,望 月 吉 勝
と の 教 科 も そ ・τ・で す が 、1ド 前 の 学 習.一・授 業 ・llギ後 の 学 習 と い う学 習 プ ロ セ ス を 学 牛.本 人 か 窪 着 さ せ る こ と か 尺
'h』で す
、う そ こ で 、 教 千:iを し..,か1)読 む た め の 予 習 課 是皇を 出 し 、 読.AAつ 、Y;tつ つ 、 そL-(ll;い て、 授1埴 に 臨
.な、 し ポ ー ト とLて 提 出 す 牙1)とい う 丁・順 で 進 め まLた 。 さ ら に 、 学 習 内 容 に 関 一よる ン ー トを 作 成 ・配 付 し 、 空 欄
を'」:ll!、〉,な が ド・j3㌣ で き る 上 うL夫L.まLた り
授L裳 評 価 票 の 記1'亟欄 に 、uiiの 課 題 か あ 一一,て勉 強 し や す か 一一,たと,蓄.}いた 学 生 か い る 吻 で 、 教fこhl}を 読/、 だ た
け の 授 業 と1「1い た 学 生 も お り ま し.た 。 よ た 、 予 習 用 の シ ー トの 答17わ}1'を し て ほ し か.一、た と の 記 述 も あ り ま し た
が 、 答 は 教 科i響}に,茸 い て あ る ∴[二 な の て1、 授 業 で は 単、な る 答 合 わ せ て は な(、 体 験 談.1-,含 め て 例 示[..、 学:,,内 容
の 肉 伺 け を 図 り ま[ 一た 、
そ れ で も 、 わ か ら な い との 記 述 が あ り ま[一 た が 、 わ か ら な い.'と が あ 梱r、 授 業 中 で も そ の 後 て「も質 問 を 一封!






問2実 習(演 習)に 毎回出席 しましたか。
問3実 習(演 習)に 積極的かつ真面 目に参加しましたか。一
実習(演 脅)計 画
問4実 習(演 習)の 目的は履修要項やガイダソスで明確に示されま





問9実 習(演 習)の 内容は、関連する講義科目の内容と対応がとれ
問10事 前に配布 された資料は、実習(演 翌)を 進める上で役立ちま
問11実 習(演 習)に よって技術を十分に習得することができました
問12実 習(演 習)内 容の難易度は適切でしたか。
問13課 された提出物(レ ポ}.な ど)の 量や内容は適切でしたか。
問14実 習(演 習)は 今後の学習への意欲を増す内容でしたか。
実習(演 習)環 境
問15実 習(演 習)用 の設備 ・機材 ・用具などは性能 と量の面で十分
間lfi安 全に対する適切な指導 と配慮がなされていましたか。
朋17学 生の人権に対する配慮がなされていましたか。
総合評価 問18こ の実習(演 習)は 全体 として満足できるものでしたかn
⑤ 強 くそう思う(非 常に良い)c
3>ど ちらとも言えない(普 通)
① 全 くそう思わない(良 くない
④ やや思う(良 い)
② あまりそう思わない(あ まり良 くない)
1
科 目 名:基 礎生物学 実習(医 学科第1学 年前期/必 修)




































*評 価 に対 するコメン ト
基礎生物学実習コーデ ィネーター 立 野 裕 幸
総合評価は4。5で、昨年度よりも〔}.3ポイントF:昇しました。この理由として、今年度のカリキ.Yラムの変更に
よって、A組 とB組 の実習を分けて実施することが可能になり、常に3～4人 の教員で指導ができたこと、それ
によ・・てスケジュールどおりに実習を進めることができたこと、また、視聴覚機器の更新によって内容の説明が
わかりやすくなったことなど、ソフト面 とハ・一ド而の充実があげられ ます。この実習では、顕微鏡観察、解剖、
DNAの 電気泳動など、医学的な内容を多く取 り入れ、その中で、実験器具の操作や観察の進め方、レポー トの
作成法について詳しく学びます。そのため、高校時代に生物実習の経験が少ない学生に とって難しく感じること




科 目 名:生 命科学実習V(医 学科第2学 年前期/必 修)






































*評 価に対 するコメン ト
牛命科学実習vコ ーデ ィネーター 高 橋 雅 治
学 生 自身 に つ いて の 評 価 で は、 「出席 」 と 「積 極 的 参 加1が4.7、4.`Lと 高 か っ た が、 「予 習 」の 評 価 は低 か った 。
今 後 は 、予 習の 指 導 につ とめ た い。
また 、 実 習の 計 画 、内 容 、 環境 に つ いて の 評 価 は 、 全 項Hに つ い て3.9か ら4.4と 高 い 評 価 が 得 られ た 。 特 に評
価 が 比 較 的 高 か った 項 目は 、 「ス ケ ジ ュー ル1と 「指 導 力」 で ともに4.4で あ った 。 この こ とか ら、 実 習 全 体 の 全
体の 進 行 や指 導 力は 適 切 で あ った と思 われ る。
・方
、 「技 術 の取 得」 や 「レポ ー トの 量 」 の評 価 は3.5と 低 か っ た。 これ らの 理 山 と して は 、 本 実 習 の 目的 が 、
技 術 の取 得 を 目指 す だ け で は な い こ と、毎 週 の レポ ー トが学 生 の 負担 に な って い る こ とな どが 考 え られ る。
また 、教 員 の転 出等 に よ り、本 年 度 は、 心 理 学 分 野 の コマ 数 を増 や し、 か つ、 社 会 学 分 野 の 非 常 勤 の 窓 口 を心
理 学 教 員 が担 当 す る こ とにな った。 こ れは 相 当 な負 担 増 で あ った。 しか し、 昨 年 まで とは 異 な り、 実 習 全 体 の満
足 度 は4.2と い う高 い結 果 とな った。 これ は 、心 理 学 教 員 が責 任 を もつ コマ 数 が 増 え た こ とに よ り、全 体 と して
統 一 性 が とれ て きた た め で は な い か と思 わ れ る。
Il一
イ;:1-H名:什 乳1命弔:1一学 実 習 ～T(医 学 著…斗・第2学 年yij期 く2二・n釜≡)
履 修 者 数:8;;配/・jT数:731111収 数:72回 収 率:98.6ρ{}












*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
牛命 科 学 実 習 、1・・一ザ 梓 …'・ … 谷 口 隆 信
1.1の 実 習 け、酵 染、べrl分 た ら で 精 製 し 、 そ れre材.料 に 酵 素 ・ノ)性 質 右..・究 め そ,'..くく977幽 ッセ で左 や.,て1い く 段 取 り に な
,..ぐL'/5(ノ)..ぐ.・1冒;う・、 ."Lしノ)ll「(でう 」ミ ・〈一.妊一 ノ、1.ノー7を ・組/t.て 「三≧でイ∫び.)Uiiオ1を'舜,失 オ.}ズよ!、.ヒ う1.=L]を1=り ♪イ.f{L..-c㌧ 、(,レ1、
要 が あ り.k-、 ∫、,.r・ ・ノ、ワ ・-7は 医 療 の 現 場 で 左..変 に 重 要 な ボ で ン ト て二1摂}、 予 習 ・打nせ の 「5..要姓 に 気 付1,1JII「沫
{=・も/iiiノり、し.-Cl-〔〔5～プニL・ ∫=fr:[.1ヰ1冒 」'し,kL・ 実iiプi・)プ ニ、.1二L・「)'コ メ ン トカ12Y1;」 二lli.i.)弩〉.〈'交㍉L・1.ゴ 〔[.ノ ニ;りL、 『f.〃..1プィ
ゴ な 評f面.も
、 開 始 前 ・り 説 日」1か 冗 長 伸 、 子 、.、・-7・ 一間 て □ーう こ と が 違7)㈲ 、 時 間 が 足iな い(.扶 分 光 討・やr.'1
ぺ ・・巨 り1〈ILU.'1よ 、1.頂 い て いr,...二 の 実 習{1:ノ あの や り ノノ'て.7b」 目 に な り 、 こ れ ま て槻 修 占.か1',の 指 摘 を 取}〕
人、オ[}_　 っ・ビ,導ぐ..⊂-L・『k-」冒、う玉、t'[>L/t・./).丁 ・管マik～%LI」.・,オ誉ロ'rし.',し.L・(riLFrlliiノ{「1り1:1.5〕 、=二と オL'勘'{lr{L.匿(『、 、iウi'リリjCノ)f十"s'i川各fヒ1=
)㌧ ・.『⊂極LIJ「1 ./-/1.【=fr:[:1長 一・i』、、 ・.)'一.'L,,・-1凸}8)f「 £」皇L・{=・.♪L、 冒く.1.よτ∠,γ ・ソーノ[11匿〈1.,吐1括ち呑.・"iYi{=一,).ノ5.L・)〔='L.・}ウ」clr『(.㌧・
よ 」-L、 噸F.努 め た い.ト,1臨 唾 す 。 た だ 、 皆 ・さ 〆い.り チ ゴ ー7・ 一に 文.掴'る 状 況ll川 か 充 分 プ.1・耽 ンウ・、 も う ・度 振 返
,冒曳二.1.`〔.㌔ノニL、1[二r∫:〔.二}ミーi匿、.,ヒ字ミ療 一∫=一一ノ、1.tピケミY・ノ'三ζ1■「『こ丁糸riぴ～.)そ34)しノ)'こ二くt～費～:1」 ミ・{士〆L、 ケ:II、ilJJ.玉く⊃子芝fr仁∫rl〈)F'テ呈;ξ!うL～Il㌧!i=イ=,1「i層我乎Ifし
`ノ)糸11.「.}気r歪才レll幽(ノ)liーで 、1ト 〔..くノ【11、名・1きパ、〔り 二1犬渉己右:・r;」～一ノ{之普`ノ 〉{ll工ll㌔「isi二冒「つr:ljL'〔'子 ∫..〈、li').L〔.卜/1.11二1;'.,ノ.=〔ノ♪V:1ン1オ,ビ ♪～に
か.、 ノ… て は 済1財1:いllr堺 が 皆:}ζ ん を 待 ・,て い:kす べ■ 痔 問 力.1足 り な い 、 納 得 の い.〈.7!i'ひ く・り た い と い う 気 持r)け.
.k〈 分 か 嫉.ヒ す 、 、う.　、 納 得 の い く.L冒 ぐ手 術/i・1.て い15.ヒ 患Y・ さ ん カ1危 な.く な り ま す,、 実 習 は 余 裕 ・'i・1'、1㍉て 進 ・な.ヒ
ー,,4.二糸lr./～.'(「t・∫貢・1、1ヂrTIIIオ 頁'.タ〈三r'i,噂・、J'埠`〔 つ己1ミ=?〕 乙玄,iLIリ1、fall・L〈,,う・!三に9r7.書1r-、 上!走L・タトfこ}.[う丸..1.i、r㌦aとf二」乏=ζ1.`(7し・イて♪
1.仁》ウ・り'(1噂.上!'にく料 「づ{i}1..・ べ,.ノ＼(11!t・ も う3ミ..〈 、 「・休1・-/-一一ノ、.る.・Lr・1二1】 一一i:1L.『 一('Y,;tU.'i・1411.ニノレ・〆な:t帰 昌1r【L・ チ之i/l,,『'rでノ薗、名・、＼
パ イ1r・ う.l」げ)'(1.'」、,極 隆lll戊渠貞1二 ・'.八・"⊂'1.よfl竹;カ・1二ど14:ワf[二L"(1'L、'}e・1'1う 」、 、r、ケ {・〔藁整 併青1.よL"(二幽L・7}〔'i-〔.、ij)sノ:)覧lr愛 』lll'〆IL:とc工、
1で ド5{〕ノノ1【11.上・1一乙5こ と 燕.・Y,』二≧ 〈)と 、J.見1klよi・ う♪1一 β'「`fr鱗'1ド月`(1～ひ～欧:〉ヒ 考'二≧.'こ=L、llミ.4-。 こ 才illtll牽II・}}イ⊂一ξ ・{」llゴ」じ 、二 、1二`C、
'1.べ て の 病 ド
ノヒに 円・:T・や ヘ リ ノノルCTは 備 わ ・,'て'㌧・な い.1二 思 い ま'・1㌦,ア ・lriブ 『で も デ ジ7ル で.も 、 そ の 場 ぐノ)機 械 ろ・E
rl二(十Jt・ 、 「'C1＼そ〕窪屯1片1て ㍉轡、名』さ/L.し りr二 よ1.){二最 評宰る∫尽.く'4-、 彰学さ パール」.人ξぜ≠ ろL'肉{仁才it二i埼1二 ・二 〔ノプ1.1:ll,:ilr/)こ・ヒる一'uL、.1.'⊆こ
[一(fピ 巨1.才 図r、 一.ノ、・ソ ～ノーノ 畠llll嬉1..(fr:L.窪 〔-」'「,
科 日 名:生 命 科学 実 習>ll(医.学 科 第2学 年 前 期 必 修)
履 修 者'数:83配 付 数:79回 収 数:76回 収 率:9fi,'?.nO
*評 価 結 果(平 均)
1!契lll註引1鵬 陸l/限 言一陣1レ即 髭鷺
.†阻斜胆lll痩1浩、










牛 命 科 学 実 皆1、n.コー.一..T-r・一'・ 一.一 立 野 正 敏
」三IWI;h山il.二'.)L・幽て.げ)1{斗ζfrt†i7】ぐでン ト1.よ、ll冒5-..-8{二`...)/・'.⊂..、1{平価 ゴぐでン ト1.よ3.8-..一・1.〔)一.C8ぴ).,ノπ1、4〔ノニ'」三i」ヤ1ノ寸`f{二
,い.一(け、、 惜19・...11で61、3.レ...3.9ポ でン1・ ∫.一ご3=った 、,多 く1ノ);.,.に1ま 、 「勺容 言平fll[1か得 ら 才「Cい る,卜 考訊・.るL、'1「1～1
ぐは 、 生 命 科.学 ＼の1勺 容 と リ ン7し.て お り、 各 自 で 整 理L..て 実 習 に 臨 む 、ト免 疫 の 理 解 度 アうL高 友 る.Lう に 構1ユkさ れ
て い る が 、 独 立L.た 科Hの よ う に 考.え 一(い る 学 牛.か 少 な.く な い 、,実 習 内 容 を 履 修 要 項 な と...で、1i前 に 一ブ」..・7L.、
積 極 的 に 行 ラ 姿 勢 と理 解 度 ～'深ゐ る 努 わ か,き ら に 必 要 と考 ニマーる,.、実 習 内 容 に 一...)いて は 、 興 味 あ る もの か 多 か.,た
上 う だ が.、 さ ら に 免 疫 学 〔ノ).知識 と 応 用 ㌻.畠加 味L.た 牢 習 丁辱のrた 、 し ボ ー一卜課 題 ろ二'検討L.て い き た い 、,
1"
科 目 名:生 命科学実習皿(医 学科第2学 年前期/必 修)









































*評 価に対するコ メン ト
生命科学実削 四コーデ ィネーター 中 村 正 雄




けた真摯なものが殆どでした。特に問8の 低い評価(3.0)が これらを反映 しているでしょう。評価全体の印象
は、学生諸君は今後学ぶべき医学の中で実習四の重要性を十分理解して実習に臨んでいると思われます。




i 科 目 名:基 礎医学実習n(医 学科 第3学 年前期/必 修)






































*評 価 に対 するコメン ト
基礎医学実稠Hコ"Tイ ネーター 柏 柳 誠
基礎医学実習1で は、テーマごとにレポー トの提出を求めている。このため、レポー トの量に関する問13の ポ








科 目 名:基 礎 医学実 習皿(医 学科第3学 年 前期/必 修)


















































科 目 名:X礎 医 学 実 習W(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)







1.:3 1.11., ]."1.1 4.1 }.1 a.lL21 1.1 1.1
*評 価 に対 するコメン ト
,,r-7一 若 宮 伸 隆
例 年 と同Lく 、 今年度 の 本実 習 に 対 す る受 講 生 諸 君の 訓`価は問1を 除 いて 全て 平 均4点/J.上 であ り、 高 い 評価
をい た だ け た 、【'思い ま す。 た だ、 例 年高 い[平価 点 て あ 日た 問1… 亨 前 に配 布 され た 資 料 を読 む な1し 」㌦習 イ1'〔.ま[.
た か1に 対Lて 、3点 以 ドか28名 で 、1点1.⊥L・ ノ)27名を 一ヒII・Dて い ま した、,今=年度 ・ノ)実習 オ リコ ンテ・一ン ーiンて
も、実 習 、「1の票:前j面レ売をア`テウ ン スL.虫 し.たか 、次年 度 は もう 少Lこ の 点 々 改 論『弓'る必 要か あ る,ト考 え て い 「kす。
rilil記載 の 蘭 に 「プ リ ンi・の 様 式 を そ ろ え てほLい1並 び に1内 ・外 入 り点 だれ 同 し 事=を何 度 も一㌔1…て い た1
、1の記 載 が あ り ま した が 、之意 か ら考 え る と、本実 習 で1よな く他の 授 業 と混 同 した コ ズン トの よ うに 思 わ れ ま寸。
学 生 ヒ援 課担 当係 と検 討Lた 結 果、授 裳評 価 実 施 のflが 叡実 習終 ゴ時 では な く、Lぼ ら く期 日を お い た後 の 試験
週 であ 一}た♂.ヒが 混1小わ原 因 と推 察 され まLたnこ れ を教 訓 に 、 次 年 度 か らは 、 実 習 終 ∫'時点 で速 や か に授 裳評
価 を実 施 出 漕(るk・)に 段 取 りLた い と思 い ゴ三す。
科ll名:基 礎 医 学 実 習 〉(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)
斤蔓11～多～1一数:1〔 〕1酉 己f・1-委女:91「 口111更変女二;.j:)[jll⊥ ↓iz率:≧7.2ρ6
*評 価結果(平 均)
1::怯lll襟 幽 ll㍑i噸耳1::墨 鯛{1;1醗 磐1　1曹1
71卵ll到1:ll澗1♪
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
ノ1田齢 学 実I」'1Yコ ー ジ 梓 …7-・ 立 野 正 敏
'∫{'i`
、lhilrilニー,L・一(〔ノ)1;・r丘Hiフ1ミィン ト1土、1"15--Nl二 ず八 、'ぐ、ll平fl1[1'f:イン[・1よ3.7-・・1,0て 〒;{ろ・・r二り.kプ:」 三1」211/1'ヂ召=
)い て は 、問9… ・i4で ほ:;.5・・:;.9ポTン ト 、Lな ・4二 、,実習 争1両 に 対'す る 評 価 がl!ナら れ て い る 、1二考 え る、,実 習 て は 、
櫛 楚医 学1で 行 わ れ た1丙 理 学 講 義 の1ノ寸容 と り ン γ し.、 発 展[.て お り、 講 義 内 容 を 見 直 ヒ.な か ら実 習 に 臨 む 、1'1丙」 i!
'』1「(ノ)}i{!
.解 度 がll`li∫kり、 さ ら に 臨 しk講 」髭と 繋 が る ヒ・)構i,～ζさ れ て い ・二),う・、2f† ヲLて 履 修L.た1勺 孔容 、ヒ知 、1哉が 乍i汚 ♪為2
た め 、 ・)ま.く 利 用 で き て い!ユ=い 学 生 が 少 な ・(ない 、 実 習 内 容{よ 、 初rri14)実 習 時 に 説1111さ れ て い る た め 、 実il～揃 に
組 織 臓 器 と・疹ξ患 内 容 を 糸H織 学 ア トラ/,、 教 科ll}を ・チ ・「・ ブ1.て}砧II・1∫と 効 果 的 で あ る と 考 え る 、,
科 目 名:Jl礎 看護 技 術 学 皿(看 護 学 科 第2学 年 前 期 必 修)





1.i 裡 曹1陣 事平[贈1、1隣 響ll川π1里1脾劇1糊L」
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
基礎 看 護痴 椙 組 … デ 伴 一r升 田 由 美 子
今 年度 は 、 石護 技 術rフrシ カ ル アセ ス ズン ト」 の 演 習 内 容 を 見直 し、 上 り看護 実 践 能 ηの 有 成 に 役 、'ノ:つ授 業
とな る よ うに 構 成L:Fl.た 、,事前学 習 や課 題 レン士1-・トな との 鼠は 若1・ユ曽景Lた ため か、 問:,提 出 物 び漏:に 関 一4ワτ,
評fl剛.t:;.8と低め でLた 。Lか し、 授 業 ・J)出席 率 、 課 題 の提 出率 、!'もに ほほ1〔}{)%て 、{;・り、 学 生d)皆 さ/1は 上 ・(努
か1.た と思 い 虫寸り 演 習 内 容 と比 較Lて 、時 間 が 下足/.-Cい た こ と、 演 習 力 仁 ～㌧ ス」〉 ・部 か 時1昌1外に な.,て1.

















実:it,1.>1イブン スは 、 実 習 を円 滑 にf!う た め に 役ii-〉 た、
指 導 教 員 と実 習 指 導 者 の 連携 は とれ て い た。
実 習の 内容 は関 連 す る講 義 科 目 と 対応 が お れ て い たU
実 習 中 に課 せられ た 記 録 ・提 出 物 の 量 は適 切 て あ.・た。
指 導 教 員や 実 習 指 導 者か ら適 切な助 言 が 得 られ た。
教 員 ・実II指 導 者の 説 明 は 具 体的 で わ か りや す か っ た。
受 け持1-)患 者の 看 護 の 難 易度 は 、適 切 であ っ たQ





教 員 ・実 習 指 導 者 の 対 応 は 、 学 牛 を 尊 弔:し た も の で っ た 。
'交全 と,jl:古気F〃[Ll=kjり 曽
く二)適1プ」オよ才旨導,ヒ 内己!ξ1:カ～為=さ 才i冒(L・ノ:o
実 習 に よ 一,て 、 右 溺 職 者 をII指 す 意 欲 がi分 に1高 ま った 、
こ の 実 習 は 全 体 とLて 満 足 で き る も の で あ っ た 。
強 くそ う思 う ω剛 なに 良 い 〕
llや や 思 う(良 い)
.31と らら とも言 え,'玉1いq幣 ゆ
.子 あ ま りそ う思 わな い(あlkり 良 くな い[
L全 くそ う思 棺 い(良 くな い}
(
1
科il名:基 礎 看 護 学 実 習(看 護 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

































*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
ノ腿 福 鮮 実 習 … 一指 ネ ・一処 一 條 明 美
イ{でト旺芝.1二})'ノリ・㌔㌦コ 」ノノ、カ」[攻1[二之3才ピ,ξ習 陛」≠其月力・1"1=年f妾 貝:月力・r,1ド1tfT=自け具」共二変 更 し二凌頁り:}ミし.ノ:二。 二こ一び)∴「∴{こ巨匂L
'(は 時 期 が 早 い との 意1
、1,が多 数 あ ・,た 反 面 、 こ の 時 期 で 、kい 、トい う意 見.も あ り まL.た 、 時 期 が'r'・い こ と1.二」二り 、
知 識 が イく1分 であ ・・た と い う 意 見 が 複 数 あ り ・貝.た 。 確 か に 知 識 を 持 ・,て い た ほ う が 実 習 の'}∫二び を 広 げ た り 、 深
め た り 」魑る こ と が で き 虫 すUこ の 実 習 の ね ら い は 行 護 に 対 す る 興 味 と学二習4)モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る こ 、tlで`」』u
実 習 時 期 が ㌧Lい と 答 え た か た1」:i虫 だ 十 分 な 知 識 が な い 」 「も ・、と知 識 が あ 一,た な ら1と 疹 え た と思 ㌧・虫 す 、,で
あ れ ば こ の 実 習 の 才.ユら い は 達 成 さ れ た と い え る でL.LうU次 の 実 再 に 向 け'て ト体 的 に 学 習 し 知 識 を 身 に つ け て く
だ さ い 、,問11石 護 職 者 をll指 す,音:欲 が 高 虫 っ た 、 問1'?実 習 は 満 足 で き る もの で あ 一、た の 言し1価が1,2と 高 い 評 価 で
Lた の で お お む ね 良 い 実 習 が で き た と 考 え て い ま す 、



































識 驚 一 }






























































































上位20%内 の教員は次のとお りです。(*五 十音順)
一
所 属 名 教 員 名
一
科 目 名
整形外科学講座 4田 裕ハ 、と 司
一
臓器別系別講義皿 一一『
整形外科学講座 伊 藤 浩 臓器別系別講義皿





非常勤講師 エ リッグ・ハジメ・ジェーゴ 医学英語II
EBM・CPCコ ー ス総合診療部 奥 村 利 勝
人産婦人科学講座 片 山 英 臓器別系別講義vr
基礎医学 皿薬理学講座 川 辺 淳 .





非常勤講師 黒 川 伸 法 学
救急医学講座 郷 一 知 救急 ・プラ イマ リケア コー ス
集中治療部 小 北 直 宏 臨床医学概論1>










社 会 医 学
一 〒
健康科学講座 礼会医学基礎皿




生理学講座(神 経機能分野) 高草木 基礎医学1一一一一一




周産 母子セ ンター 出 熊7直 臓器別系別講義VII
凹




基礎医学1内科学講座(循 環 ・呼吸 ・神経病態内科学分野) 長谷部 直 幸




一 一 一 一 一
生 命科 学 人間科学1
耳鼻咽喉科 ・頭頻部外科学講座 坂 東 伸 幸 臓器別系別講義N
一
一 一 ■一







一一 一 一 一
救急医学講座 臨床医学概論1> ■
内科学講座(消 化器 ・血液腫瘍制御内科学分野) 浩
晴
臓器別系別講義1>




麻酔 ・蘇生学講座 間 宮 敬 子
一
英 語 三 好 暢 博
一
病理学講座(放 射線医学講座) 柳 沼 裕 二
一
基礎医学1

























(プ 板 書 な ど)は 適 切 で した か。








麻 酔 ・蘇 生 学 講 座 間 宮 敬 子
1 科 目 名:臓 器別 ・系別講義VIII(医 学科 第4学 年前期/必 修科 目)
日 時:平 成20年5月26日(月)2講 目
履修者数:95配 付数:85回 収数:13回 収率:15.3%
*評 価結果(平 均)
問5川{㌧ 一固7問 狂一,r　」9問1・ 問■ 問1211"B問14問15問1・i川17
L7L61.8L81.8L7L74,84.74.8i.81.81.8
*評 価に対する コメン ト
dミ しLτiう、'』∫♪r「F「1二入＼,プ ー、,i解[i、1よ1、 賦,＼二び)講 義 、,才,く 才・く[ノ ニ、 じ=延♪・… 全 く[亡[1riくノ上ル・・ノニ、 〔イ三へL†1L⊥
川 う、ぺ 檬 生 て け あ り ま 砺1,,念 の た ぬ 、}6年 間 ぐ印 儂 に 残 る1,II琴義 は1・ た け 、 ア 綱 力 か[燦 た 先 骸 ノ)内臓
1}削 絹 義 だ,た1、2〔 瑳餉 前 め1欠 学 教L,11・1な も・リノ㍉ ノー、,
1・か て1ム か 講 義 ろ・-rる 側 に な ・た 、,自 分 か 味 わ 、た4う ㌧失 望 を 学 牛 に'戸 ごほ ㌧・け な い1、 い か に 学 ノ1.め一L・∫
一ノr
、 に ・な が る 轟 茂 み・で き る か 、 劣 等 牛 た ・た 私 な ら で は ・り課 題 だ ト思,た 、
学 ノレ り興 味 ゐ弓'∫ る 講 義 うす る に は 、 そ れ な り ・嘱1備 と 努 ノ」か 必 要 で あ る 。 」曾)中 て い ・も心 榔1て い ・:ジ 、ト
か あ る 、,「川,1旧 て 財bた1「 勉 強 目 、う1ヒ 思 、r,ら え る 講 義 を 」冒る こ ヒ、 た た そ れ た げ 、
、1犠 の 謂 曲 ・採 ・量」、ノノ法 に も己鰭 ・除hl」 は あ る か 、 今1舅 ♪私 な り に 努 ノノを 続 け た ㌧一 思 うQ
麻酔 ・蘇生科学講座 高 畑 治
囮 科 目 名:臓 器別 ・系別講義1911(医 学科 第4学 年前期/必 修)
日 時:平 成20年5月22日(木)3講 目
履修者数:95配 付数:89回 収数:20回 収率:22.5%
*評 価結果(平 均)
隅15「 昌」6「 菖」7「 呂j8「 呂」9「 呂∫1(　 1"111「1胃12出jl、1日ljll「 昌」1ろ 「菖jl6「 菖」17
1.8L6L6L7LIl.1}.91.6a.7L8L81,8L8
*評 価に対 するコメン ト
、'のll乏 、 イノ、の 講 筏 に 対[(学,i・ ノ)1;Lき 〆t,う・ら 高 い 、1LFfllliを頂 ＼1ミLた こ ヒ、 あ り か 、Lう ご さ い 」=Lた リ 私r「 身 、
例 て11二 ほ け 変 わ ら 尚 講 義 内 容 でLた ♂)で 、 な モ氏r(1)kう な 結 果 に な,た 〔りか 、 い さ さか1・ 思 議'(け 声,り1、'lj、,1、
た 、/戸1度 の 学 牛 。L「filliのレf、ン3名 かrへ て 麻 酔 科 か ら ゼirl:;;,_れ た 、i'伺 い 、 、[9'(も 驚 さ イド感iま 一1、,lfW}教 授 か ♂
就frさ れ くか ら 、 牛lfに 学'i教 育rノ 」をdい て 醤た 努 小 り結 果 争 、kう く'く 実 を 結 ～∵ 【國rな1た 、ト ケrレ 」。 残
念!、 か ら 私 のn義 に 対 」'る 学'1畠[・r価 り'・'ン ヶ 一]1・1収 率 は22.5%1阻(低 く、 、'の 、'【・か 学 生 の1'11、'ソ1の1'の
1,、1'(illiL一気JJ-〆:、tif[1」と1'【二♪・ノ)[見 才こで!」こ㌧、、二 、L二を1ノ」IFI!,・ji/・主Ll嘔冒i♪ し,つ 」L/二L-,、1下 茜 義1二 文」-J!:)'1」!1`、,・1'で1オi1・ノ)ノノrノ、/・ /♪ 幽1「芝 、
検 、1・liる 必1功 か 、1・,る(りか1、{れ1:{r、1。 担'【1諸 先 牛 ノ∫・り こ 轟糊 を 、 心 か ら ご 期 待 申L}!1釧 り
麻酔 ・蘇生科学講座 岩 崎 寛
科 目 名:臓 器別 ・系別講義VIII(医 学科第4学 年前期/必 修)
日 時:平 成20年5月22日(木)2講 目




*評 価 に対 するコメン ト
馳「成20て 「度 曲 貫月に1;け る 教 員 評 価 て 学 生r .り 高 い 評 価 ろ'受 け た 二1ニキ 人変 う れ[ぐ 存[耐 」り ま1ち,私 個 へ1白
に け ♂ れrξ も1位31、 レ毛て に 選 は れ た こ 竺 も あ り 毎 「u1の学11か1',の 辛[ピ)コ ズニiを 参Y,に 講 義 を 修jLLぐD
り1 、-」∴1'か 生 か 団(い る ヒ肉 度 実 感 こ ～ ま1た 、,何!.り も嬉/い こ と は 上 位3名 と も麻 酔 蘇 牛 学 講1'1'か ら 選 出
さ れ て い る こ た て 、 告 教 員 に 講 義 ・り姿 勢 く,・焦 備 に,い て 日頃 か ら 研 鰭[て 望 む1∵)に 指 導[ぐ い る こ と か 現'1三 ヒ
,も一iナ、 ノ!二L-(一'」`1際:二直=石!㍉r斗二(ifli,卜!i=1ノー、,[二幽⊂試㍉1}=幸、㍉」、,≡1、ノー、講 義 用 〔1)テニーセーノくト ≠}二4涛Ilil{_ノ」、「冊 ダ(ノ),「多・二酉己イ1∫しr-、
ス ー・fト ノ=t1に 頼 ら な い 講 義 形 熊 揖Dご い る 二 と も高 い 評 価 に つ な か ・ ぐい る ヒ思 べ い 銅 』、 !武 後 も高 い 学
ノl
II、iFf[fliろ一禾佳」3-」/こ〕1_一う{一[⊂ ㌧恥、ノ,㌧Lヒニ思 〕ぐ㌧、一ヒ 」幽L,
18
L
平成20年 度 後期 上位3名
救急医学講座 鈴 木 昭 広
1 科 目 名:臨 床 医学概論1V(医 学科第4学 年後期/必 修科 目)
日 時:平 成20年11月26日(水)1講 目
履修者数:93配 付数:58回 収数:23回 収率:39.7%
*評 価結果(平 均)
獅i　 1:-1-ll・ 鷲 「警)黙L聾Rlll弾18L」 跨 　1　一 鞭1
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
祝 、 返 り咲 き た ノレ セ}崖 捧 ノ乃 い 麻 酔 科 で 鍛 ズ ら れ た 成 果(Lrう ∪2度Ll入 賞 の 喜 ひ を 恩 帥4)〔Lト り、 矢
搾 見 先'}(ノL・ 寄 ノ1虫 学 講 呼 教 授)に 捧 け 長・む,矢 津 見 先 牛 ほ 「教科,琴 に 書 い て あ る こ とは 読 め け い い、,講 義 と
は 教 科 書 にlqい て な い こ とを 伝 え る た め に あ る 」 ヒ、 鞭 ギ:虫 の 進 行 ん 向 な 、1二試 験 と は 無 関 係 な 教 利1:の 、{チ)ら探 し
Vtか り をlrll1L7qll亀 ・れ 、 聴 講/て い た 当 時 は 興 味 々 惹 か れ つ つ{,1・ 満 を 感Lて い ま1た 。 し かLl/分 か 講 義 を 」冒
る1川 嘘 わ り 、1⇒ や 縦 の,謹 の 真必 が わ か るr.う に な ・て き よ し た 、,進fヒ 〔続 け る 医 学 と氾 濫 す る精 苧1乏客1会
の 中 、 学 ・1衡 ∫一凶 噺 小 さ 才1ゆ く講 義 ・ノ股 割 は 、 最 後 に 久 津 見 哲 学 に た と り 着 くLう に 思 ∴ 捌 、,/}後 も、 勾








医学英語IA(医 学科第1学 年通年/必 修)
平成20年12月11日(木)・12日(金)
90配 付数:73回 収数:67回 収率:91.8%
*評 価 結 果(平 均)
隅151"16「171"1とllir191"11〔 〕 卜1目111"112C'11:;ryllf"1151"11(ll昌jl7
1.71.11.8i.81.81.7L64.71.81.14,11.51.7
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
ご4)授 黛 はINYTimesの 健 康 欄`ノ)記 事 を 辞 、1;な1で 読dA、 そ の 内'fr/;・f{hrinで 要 約 す る1/1業 を30以 内 にp」,F'1'わ
ら{1る1、'と か 到 」樹1標 で よ。 大学 に う・る ま て`ノ)英 語 ヒ4)ギ ャ ズ/6凸 埋 め る た め に 、 こ の 授 業 て4.!`な1脂14)II果 題
を こ な さ な け れ は な り ま ぜ λ 、 問11と 問15の18帽 曲は 例 勾 低 いJ)て す が 、 将 衆 使 ・)英 語 を 彦 え る 、【9、到 達ll標 イド ト
Glる 拐1に は い 測 ヨ⊥/tQ'賊2碑 度 は か ろ うLてr酪 凪 、う'例 層 が 一1F常け バ な り 劇 た,f.的 な 状 況-(
バろノ:)、ヒタ【1茎〔(㌧ ド1=」一。a受 掌とノJfノ、イ～・さ ド刈二己女ドらし ノニ㌧・と 思 し・長一4P、,
生理学講座(神 経機能分野)高 草木 薫
3 科 目 名:基 礎 医学1(医 学科第2学 年 後期/必 修)
日 時:平 成20年12月9日(火)3講 目

















!の 度 は,私 の つ た な い講 義 に非 常 に 高 い訓価 を戴 き誠 に 有難 い こ と と感Lて お りま す 一 か し 必 修 利 目 ⊂
あ る に も関 わ ら ポ,出 席 率 か 低 いの て,私 の 講 義 に学 牛 さλ か ・Fれ程 期 待 して い な い こ と も承知 〔 ぐDり 上寸.
私 か担'1ヨ ぐい る のほ,学 生 さ入 か 非常 に ー1に して い る脳 神経 〆1理学 で 也 私 か た γての 講 義 を始 め て か ら既
に=i数 臼か過 き 玄 したか,IU回 講 義 々終 え る と,も 、,ト分か り易 く話 を ずれ は 良 か 、た … ・,と 後 悔 をす る こ
」幽け か り(i.創 一か ら,『[肖 に 面 う と講 義J)中 身 を理 解 して戴 い て い る とは 思,て い ま 仕ん.1結 構 面 白い か
も一 一,らr,と 興味 あ る な ・・-1とw,ぐ 戴 け て い る な らば,そ れ で ト分 と も思 、て い ま 凱 たr_,[良 き医
帥1一な,て 戴 きた い とい う願 い を込 め て講 義 して い る1こ とだ け は 確 か て 「1,
19









問1'1ガ 前 に 履 修 要項 や 教科 呂 を読 む な ど予 習 を[.まLた か。
問2授 業に毎 回 出 席LまLた か。
問3授 業 中 に授 業 内容 を理 解 す るた 、㌧㍉の 努 わメ1・LまLた か。
「晋」44受 業`ノ)f夏ヲ尋 ・f占「}己旦を毎1口ILゴミしノニカ・、
問5科 目全 体 の履 修il的 は 、 履 修 要 項 や グ 仁 ら スで 明確 に 示 され まLた か、,
履 修 下題 間 お よび 教 員闘 で 、 内 容 の 過 度 な重 複 は避 け られ て い まLた か。
各履 修† 題 に割 り当 て られ た 時 間 の バラ ンス は適 切 てLた か。
一各担 当 教 員は 履 修il題 に沿.・て 授 業.を行 い まLた か。
間9各 履 修† 題 の 難 易度lt適 切で した か。
問10科 口i,L_体の1ノ」容 は 理 解/.や す い もの で した か。
問11科 目全体 の 履 修 のIl的 は 最 終的 に達 成 され ま した か、,
問12科 目全 体の 内 容 は 今1麹)学 習意 欲 を増 す もの でL.た か 。
問1,;試 験 や 提 出 物(し ボ ー トな ど 戸 り量 と内(rは 適f,1」でLた か。
問11こ の 科IUよ 全 体 と 〔.て満 星て きる もの でL .た か。
(非常 に 良 い)
(良 い 〕
強 くそ う 思 う
や や 思 う
と ち ら と も 言 え な い(普 通 〕
こか～r圭ll)そ ・)思 才)・勾」=t・〔試㍉7責り1隻.く なL・ 〕
全.く そ う 思 わ な い 〔良 く な い 〕
科Il名:生 命 科 学Iqラ{学 科 第1学 年 前 期 必 修)















*評 価に対するコメ ン ト
・トヴ 仔 一7一 林 要 喜 知
学 生 の 総rr評f川iの ・ドμゴL{〕で あ り、 現 状 て も そ 才i'r.り に 教 育 田 票を 達 成[.つ つ あ る が 、 さ ら に 授 業 内 容 全舟堤に
才,ノ:ニィ=}己父酋:カ・口ffi是三一・でぽらZ～メ・ノラ式ト「)才'ヒ流二)。で〕曳LN㌧び♪茜、rくfr量打力》ケ膚、.曳才1ノ匹:エt更1「(「註JiOべ⊃13)べ)rif/トrr勺 汐貢:1ズ ン]・!3=,1ごを 」{メニ
め て猷 る と 、1授 榮 内 容1r般 で 理 解 し に く い 箇 所 が あ っ た 」 ∴ 【髄や1期 末 試 験 が 範 囲 が 移 く 人 変 で あ ・,た1と い
うp2∫がV,,か ・,た 反 面 、 許教 員(ノ)創 意Lた(講 義(ノ)進 め 〃 や 質 問 対 応 な.1つ なll=を 評flrliする ヨ 丸1・ も`{アDた り 今
f妾}lL、∫YULご と1「 ∵二::.,〔ノ)㌔ひ1;;14～圧芝右・fi(t忍一tて)升・多b虻白勺,{平fllliを千f4∵)、1二.1二も,1二、'己〔1'7対6な 、ヒ{二 上 乙二,噛ノ・1-「1・一')・7、ソ・/ろ・
充 実 さ{士 た い,,寸 〔た 、 期 末試 験 だ け で な く、 中 聞 試 験 も実 施L 、て い き た い 。 難 易 度 か 高 い 、ヒ感[る 教 科 項llに つ
い て は 、 さ ら に 資 料 作 成 や 教 育 ナノ法 に1,さ ら に 一L長 を ・1、:ねた い とY;て い る 、,
i
i
看:「・[1名:ノLl命 千:ト'γ:Il(Lうミ学 希こト第1";を 年 自　∫其月,必 僧妄)

















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コー デ 伴 ・-7・ 一 本 間 龍 也
この 研 目は 物F[ll学を}=体 に 、 関 連t .た 医療 技 術の 基 本を学 ふ ため 、 一 般 教 育 、 基礎 医 学 、臨 床 医 学 の 教 員が、溝
義 す る統 合科Hの ・つ で』4-。4月 に開 講 され て い る1μ デ でアIL科 日の 自然 秤 ≠ 入門(物 理 系hL連 携[ .な か ら、
物 埋 未履 修 占を 含め た 医 学 科 一年 生 に 指導Lて い ま 」一。 学 牛 評 価 ノP例瓠 仁別表 に 示 ず通 り ですか 、 良 い 評f面か ビ,
悪 い評 価ll〔では ら')き が 左 きい の も市 実 です 。 昨 年 度 に比 べ,履 修li的 ♂)達成 度(問--)、 総 合評flill(間IDに
わ ず か ω.2・..0.3}で は あ り 〔kすか改 善 が 見 られて い ま ず。 しかL、 全 体 とLて 厳Lい 評 価 を受 け てい る こ とに
は 変 わ りあ りま せ 凶。 物 埋 未 履 修 蓄 と物 理 履 修 済 、なの 学 生 か 共 に 、 一ワヒの満 足感 な得 ら才1るよ う 今後 も講 義 改 許
に 努 め る.)も り です。 担 当Lて い ただ い た先 牛 には 、 この場 をおfaりLて お礼 申 し上 け よす1,
L
"0
科.li名:生 命 科.'.:1:lllq矢':≠ 科一第1学.年IPJ'.必 修}
1f蔓n『≦呂.1{:92酉 己fl』浅交:9〔,Lrri耳 又妾気:87bll⊥1:96.700
*評 価 結 果(平 均)
四 、1■鑑1:1憶1」媛 　壕 「讐 ■∵ じ1鴛 ■ 野 潤171己iilll∵糾1翼11
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ ・一..戸.で./'・ ・ 山 内 也
ノ1・
.命 科 学1[1の 授 物 ノ・1容は 、.1=.ヒ.ユ ー7-・ リ テ ー一ノシ ー ヒ統 計 学 の 切 歩 を'11τぶ こ と に あ 乏1・。 コ.ン.ヒ コ ー ・仏 一it
ンン ー は γ 一ノ ノ、・ll'A組 、B料ll./)27ウ ス に 分ll 、 担'11教 官 に け、負 担 増 と な る が 、 週2同4)授 業 を 展 開 し 一⊂ ㌧・る 、,
「あ な た 白 一呼 に 一,い て1と い う 評 価i・.ノ)項.でほ 、2,3、1.:i、:.,.,、2,6と い う 評f面.で 浅5る が 、 出 席 状 況 し1㌔斗イ1而か 高
い め は 、 ヨ ン ビ.r・7-1Dラ シ ー・て二ほ 毎 回 レ,昼 ・卜A提 出 し.な け れ は な ら!よ い こ と 、 統 計 学 の 授:裳..Cは 、 毎 回
'」・一ノ.』ノ
、1..イ「・子∫・).ヒL、 ・つ4・.乏業・川4∫匪1.ll二.1二∫;)t、{～)「二「「{㍉ノニ)㌣lilC・才)才[,,r,「 イ・=i・[」構5～之1」 こL・ ・ヲ1τ・1'411i〔ノ)」f{『ぐ1.t、:L8,1.:{,1,{〕,
.1
_2.1二 ㌧、一う、;Liくflili"卜:〔'「)にで 一1.ド㌧ζエ')Il/乏f[【liンでr∫・、そItプ:.i㌦ 考.ゴ.こしー.}オ1乏二)1レ「科H内 容 ■ ・い ・)i言L}そfiiiit1)」`貞冒(二i」r.、:3.i～,:;.1,:;,7,:;.1,
:;.P～.1=1./:ほllilM.1'同[.li』llfllliで あ ・・た 、.、「総n評 価.」 て は3.8ヒ い う1;・i価 な ・.1)で ・応 ・1.)評fllhを 受1)た とV'え ら れ る
(
科 日 名:生 命 梓 』11八'(医 学 科 第1学.年 後 期'卿 豹
斤蔓乖雀 呂』委父:91酉 己ず・1`委父:8yl口i工 卜C凄父:811ロ1叫 』》ξ2平ミ:91.0{〕o
*評 価 結 果(平 均)
　 ヒ　　　 　 　 コ 　　　
ll期ll∵ 翫1里 ∵1卜 鵬lll聡 1際i.卜柵1"1.旨ll∵
10111:ll憎
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ ー デ.砕 一7-一 中 村 正 雄
評 価 点 は1「「fr・・1'1.ヒほlllll.で あ る 、.,講義 は!1二.命科"1∫1・り1,撃礎 で あ て)、1,牛.体 熱 〃 γ=、2.物 質fヒ 学 〔イ1'機fヒ'』1ゴ:)、
3.,,ン ベ7質 の 描・造.!・機 能 、 でll皆成 さ れ て,'5り 、 教 員3人 で そ 才1・そ れ の 分 野 を担 当Lて い 嵐,/沁 回 も 、 化 γ=の
)1妬ll〆・・.1、、.i二教2'⊂ ほi ..い 、{・)るい は 講.産 が 焚∬:Lい 【∫い 、た 学 生 ・ノ)意1止 か 以 前 と1一レ.・⊥甑 ・.てい る 、 、.'れ・1}・反1映Lて
か 、定 期 試 験 の 成 糸[1ゴ1ぱ金 般 的 に 低1."[.て い る 、一'ノ ノで 、 生 体 分 ゴ・の1'/1β」構.造 変 化 が 叡 頼 ノ.)機・能 喪 失 を り}き 起 こi、
疾 病 へ.し,な//… たIIIII題な 、Lは 興 味 か わ い'・=..1:Lい 、1=コ丸 ・.1・L.て い る 、.,次年・度 は 、 科liの 名 称 か 脚1馴 ・.1『}娃
な り 、階 勘 、1測μ.■ こり ㌧しくオ}1る、.∴トか ら 、1"!・.り生 命{:十学 ・.り学 習.!・の 整r↑1・/1.か期 待 て.き 効 率..kい'1}ζ1習か 期 待 ξ,ぎる、,
'li面
、 私 達.・')課題 は 、 著:し.い 生 命 秤 噛}∫・の 進 展 に 負 け な い 基礎 学 り を 学'[.1諸君 に 身 に 一,け て も ら つ 、『、ヒに あ る 、,
科ll名:生 命 科・学 ＼『(医 学 科 第1学f「 後 期 必 修)
斤廷ll峯～1・委女:91西 己f・」』妾気:891ロ1⊥i必 凄父:81iロ1⊥i《 ・・率:91.〔}o〔 ∫
*評 価 結 果(平 均)
特 一1鵬1轡1■ 縣 押 憎」 轡1鯉B11漕113⊥ll測1期鵬
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
.コー デ.律 … ・一 高 橋 雅 治
生 命 科 学二Vlt:、i矢 療 に4Z、 要 な 基rr楚 ・['.・.}.甲.学二、 臨～床'['」:}f'}∫二、 発i.　圭 ・C寸甲.'91二ろf学 一～;た 、・3,・ノ)「溝 義 一(!.,そ)1=,
1{・・1.11414成1め4∫IPU1け 、1.1か ら1.1-L.あ;;,0.l/.割111.た 。 、二 才.r、 柏 ∫.度に,講 義 内fを ・部 改ll礼 たb覧
果..ξ 朽 る 、1考2一 る..J三 た 、1科H内 容 レ.1)1項 目 に ・,い て も 、4,2か らLlと い う 高 い 評 価 か 得 ら オげ 二.こ れ は 、
講 義 資 料 の 』;,レ.プ ーズ.デfア 化"二.・毎 集 准 め.一:τき た 成1壮 ξあ る ㌧ 層、う.
さ ら に 、 総rr評filliはLr,て あ り,前 年 度 よ り0.1.i.酌11し 一.た.・.=れ ぱ 、 医.学 に 必 要 な 基 畷'已 ・皿 学,臨 床 心 理 学,発
達 心.i.}IF};「1・り)、L礎 知 識 く～.',1彬 五に 関 連 図 家'・1∫が ら,分 か り 易 く,コ.⊃ べ1/].・ に 、圭と ・N㌧る 、 、ト い う 講 義1【}画 力、評 価 さ
オ1/二 【ノ)..⊂〔1㌧7)・).ノ 琵f考⊃Lよ・1∫二{十三11.)jつi〕71・1駐.11Fll.=...}1、・一.・こ1イ.旨畠1H`.1..)ほ.5(し悔 ∠ハ'.彪・要 一C洋5乏.:)1.[二、巳1、才)才.1Z二).
}1
.一幽幽一■一■■■闘噸■■■■■D





















こ対 す る コ メ ン ト
ユ づ.r.r・ ・一 林 要 喜 知
ノi・IICI1:・r.'1;∠:～T〔./,蒜窓fl,1'(lilrt1.1.-C詳7、..、 ノ.77う・、ryij二1'S=、 』」t'＼ そ、.ヒ0.1∴ 「、r、」曽 加IL.!:、 .、、;呉ノ羊:1}.亀Pl・∫Gまl!二〔ノ)f鷹〔.}～惣:う・4」r一才1・{ユ:1・1
が 、1)1ノ 引容 を 整 ∫ll!L言清.産 ♂)展1}}1・leン ン.〆 ル にL.た 、二.と や2}III間li式.験 等./1レ2匝 」」ナ三施[.た 、.二と か 、 、評IIIIiさ れ.⊂ い
乏=)11∵{乏c∫-IE,1°)..(了L・べ.:,、⊃'≠ ろ{二び)貝 く体 白勺/丈:1∠ ン ト カ・1㍉{よ、 日乍f「・・.りま旨イ商 さ 才ヒノこ1)a.巨'11.教`曳 妾気と1ノ・」'ヂドぜ覧:挺」〔ピ)i】}'巨 く.,21
)t脈 試 験 ・.届11・1挿:負担 な と.1.:・.,い て ほ 、 あ1.認 ≠度 解 消 、}・れ て ・、・/.1・」1断 さ れ ♪ll).た た 、:D.教1::1.内 容 か1、i皆1}沢 山 ・1二
か.D内 容 か 難 し.か 一,た な 、!f・り,・∴弔:!♪ 年 も1.Li摘 か あ 一,た 。 ・杁 複 数 の 学 」.・一か 高 く謂 岨...⊂ い る 点{.t∵ 川 川 力.
1.ゴイ[兼 ね ノ汰1.＼ め ・bl.1.臨 ∴. 一々 【・∀!・配 布L.、.ノ.・ 」)■ ・…くγ/、・一ア 但 ・で.「、三一才ビ 噴 川 に[・ 」セ}[.ノ ∵.[二..・∫、1・る,.一 「城211「 ・II乏
・り遺 伝'11・・.・)iil・議 で は 、:.Dや.liにk.・i.　 色1・1冒る. .レ 磯 ・,か ・攻め て い る.㌧.∵,だ か 、/議:!、 さ ・-,な る 授 業 改llら1/1'押1












1…・臼1名:'1・ 命 科・学Vll(医 学 千:1・第1学{「 通 年'必 傾
斤豆乖～…≡呂・凌支:9.1酉 己it委 父:75[15111叉 凄≦ξ::;61111耳)(ノ 率く:.18.〔)Oo
*評 価 結 果(平 均) 　 　 ヒ 　 　 　
1り一1尉 陸 控1、ll-lll■:1　:■1:1-1-1,}:1」::lll閥181…11UI,111馴1:馴
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ ー一'・ でr・一...,一 渡 音区 岡ll
仁f::1-11らノ)百モ1}lri,レ」ヒを1}}1ノ∫1ノこζニ1気1[..て 一{上、i.」:;./ξ1超:L:/:㌧き才ヒ㌧.二〔_ノ)t;cft=-1～も1'/!8}_工,1噛「_ガ剛ξ.,.「ケレ=、、:つ」、 し一工〉.1二;)孝交でli`./)し}}:うで1-～㌃〕,うLイ＼f1.-1膠,=41
rF格 水ll,llに 達LなL・ 学 ・1・.が%数 出f見 〔..、r♂i荊 定 ・り 厳L.さ にk」 』・≠';二・怨lllf.の こ1、.・1/.ニ コ.初[・ か 多 数 寄 ・il'財1/.1、
[かL川11試 験L乏 ・験 時 、 あ る い1よ 医 師 国 家 試1影1受 ・験 時 に 要 求.』三ね る 細.織 学:・ 解 剖 学 ・ノx'1;11識 レ.・.」[.ほ ⊥.揃 ・唆 わ
ら へ 残 念 な か1マ 瞭 の 捕 巨に ・1t嫉 れ て い 」ユ=い 〕∫・生 は ノ謙.剣..1土 に'SzlJ/.て はL・'!・ て 、 そ ・男'う".・ 試 験 で 要..}ぴ
れ る 弼ilに 到 、達.で 「＼ る,冷 後 、医 自lll.1二Lて 必 要.な り:【1識・技 能!1・ll!!・い て い.1過1/111で1・1か 組 織'1館)l」r戯 にll!.1』:質 問 ・
疑 問 か ノ1・.〔..ノ1二場 似 一ほ 、 い つ'◎ も,気 軽 に 担'1徽11仁 ξ引.〕 に 頼=欲Lい...
科ll名:社 会 医"1:櫛 楚ll(医.学 科 第1学:年 ・後 期 必 修}
斤豆n3三fレi・妾≦(:91酉1[f・f委 気:911]1耳 ～《凄女二:86匡!J⊥1～{・ ・亭{:17}1.5{}o「
*評 価 結 果(平 均)
1「劉
.1■:lll「i贈1:「 鞭ll摂 コ1贋 ■囎1鞭:1}}1
,i-■ 　11:VIIIIl11.、1…
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
1・ デr† ・.コ ・一一 中 村 正 雄
医 学1'll;に ぺ}∫ ・t..一⊂ 、 ま だ'卜 年 ・、り段 階 で は 医 ・1}f・と は 」一.・.・・l」.:・プll学 問 か 良 く わ か1',な い[二 い ・)・励 ・lh[}瑞7感 想/1二 ろ
・)
。 医 学 一 ・1・.物11「・ 〔分1'・ 生 物 学}・./)6i'.凋[.一 い つ 翫.・!)学 ノ巨,少 ∴=1∴:い 。 社 会 医 学uci.、 特 に 一ノし ・・ ン.・.な 医 学
生 を 対.優 に 、 医 学 ・./)学問 とLて 〔1.}特徴 、{::i一学 、1.=は何;う ・1二い う 川 題 、 あ わ せ て 男i三似{:11.学 の 問 題 、'1・.・1∫倫 」ll馬:.ヒ 、 、.二
れ か ら 医 学 を・勉 強 一・」.る学 牛1う 、、 医 学 の 全 体 像 を 正L.(L.一 ら.一～.、 医 学 のirli白 、}・を 確 認 す る こ.ヒ に.b..,て 、 ノ£後 の 医
学 の 勉 強 ＼の ・.〔..プ気 一..シ ョ ン/i幽 さ ド.・に 高 ゐ る こ.ヒ か..⊂ き る.k・..,な 内 容 に[一.L・..)と 試.な た 、.、も ら ろ ∴ 、 社.会.1二.の.,
な か り を 含 め た 、d二 物 医 学1..桝 ψ〕1隔広 い 見.方 〔医.療 一モ1=歳.な.い ち 提/共[.た こ と1は い う:1三.ξ!.fueい 〔、!誕 り1.、.続
さ「、.二う[.ノ ニ1'寸'ヂ詳〔.ノ.),言lr㌃.'「1三lt二「寸.{ニフ し.・ソ ン.・f.、～=ドlf=年..こ一1く11rケこ.一.、=≠～'1).ヒ'監ヲ..=マニる,、=、'1,11.rτ肖斗二fitti-…二.;.仁[rドニ{」望〔・',3.}i,1、1、1、ルq-,!ノ 』fr
度 はL:諦 【..ノ ツ.L.た か 、 医'=}∫激 育.ld..て..二 う[.た 講 義 の 必 要11},か 再 度 検 討 さ ね 一1:浪 か ろ ・.戸..之[皇ii樹 司 良r'一:i,、
9り
L
科 目 名:生 命科学X(医 学科 第2学 年 前期/必 修)































*評 価に対 するコメン ト
コーディネーター 立 野 正 敏
昨年度同様,科 目構成,科 日内容について,平 均3.5以i-.の評価はあるが,4.0に は達 していない。免疫学は,
高校生までの履修内容から比べると,生 命科学の分野でも専門用語の量の多さ,複 雑さがあ り,理 解し,習 得す
るために多くの自習時間を必要とする。講義内容としては,自 然免疫から獲得免疫,臨 床免疫学までを広 くカバー
しているため,学 生の自学自習の取 り組み方で理解度に差が生じると考えられる。学生の自学自習の自己評価ポ
イン トも問1(3.3>2.9),問4(3.1>2.8)と 昨年よりさらに低 く,さ らに多くの自習時間が必要 と思われる。
講義内容では,学 生にとって難解な部分,重 複した内容についての時間配分,構 成について再度検討するととも






科 目 名:生 命科学XI(医 学科第2学 年前期/必 修)






























*評 価 に対 するコメン ト





関する評点も例年4前 後が本年度は3～3.5程 度、さらに科日内容についても3～3.3と 低い評価である。当然な
がら前期試験の平均点がfi1点、再試験該当者が37名 に及んだ。このことは、講義を聴こうとする努力をせず、講
義内容や進め方への不満のみをぶつけ、アンケー ト回収率71.3%と 例年より20%も低いという無関心さを反映 して
いるもの と考えられる。 しかし、評価の向上をト1指して講義の改善には今後も努力を続けたい。
と
科 目 名:社 会医学基礎 皿(医 学科第2学 年前期/必 修)








































*評 価 に対するコ メン ト




の基本概念、それに支えられた様々な適用例を通 して、今後 目標 となる実践的スキルへの基礎固めをすることで
ある。しかし、履修者は本番を想定 したSPと の模擬場面へと即座に進 もうとする。「座学」ではわからない、 と
いうわけだ。今回の評価にも現れたが、言語による/言 語によらないコミュニケーンヨンの難 しさを解 きほぐす





科n名:社 会 医 学 基 礎 八「(晩 学 科 第2学 年 後 期 必 修)
履 修 者 数:97配 付 数:97回 収 数:8811ii収 率:c10.i°o
*評 価 結 果(平 均)
画-聖!rl・ 」・ 問・ 澗 〒]巫 工 喧 二 脚:問 ・ 問1・ 陶1.上
4」1.Il2.71.21:;.6:三.81.1.0 .1.211.01.2■..1.2




社 会Pヴ 基礎Nは 前 半 と 後 半 に 分 か れ 、 前'ト は 、 松 岡 先 生 の あ と ～.健康 科 学 の 杉 『dか 担 当 し.、
倫 理 に 関 ナる 部 分 は 前 年 に 引 き続 き長 谷 川 先 生(非 常 勤 〕か 担 畑.たn社 会 匡 ≠ 基 礎 への..い.ノに 、 社 会 学 、哲 学 、
倫 理 学 等 に 関 わ る 講 義 て は1矢 学 牛 の 関 心 を い か に 惹 き 『,け て 講 義 す る の か か 難 〔.く 、:1ミた †羽(直 面4』 る4七 物 医 学
以 外 の 川 題 を 杉 舜 る 枠 組 一知.理 解L.、 粘 り強.く 考 え る 力 を ・け て も ら ピ)か が 講 義 の 重 要 な 課}趣 て も あ る。 彰い に
L.ζ 、 総 合。}三価 に お い て 昨 年1=り も 高 い 評 価(3,2-1,Dか 得 ら れ た 、.,特に こ の 講 義 の 前'rξ は 、P学 の 学 問 、1'
Lて の 特 徴 や 、7ワ ン7ノ いり 人間 埋 解 を 紹 介{.つ ・,こ れ ら の 課 題 に 取 り組 ん だ り 医 学 教 育 の 中 で 、 こ,)/.た 内 容
を も'構 義 はJI`'liに 重 要 て あ る と思 ・・て い る り/ア 後 、 汁 ∫、医 学 氏1と い う 講 義 の 名 前 は 変 噸 二な っ て も 、 引 ぎ 紅 き
医'』;∠ソLに{∵rれ1{老 疏 ・)レこ'11二概 、論 や 「う療1而 」=ll[し7)講義 か1呈1共 、'冒れJ、 二.ヒを 望/t.で い る 〔.之貞 杉 ド司上ミとi'-1。
中 村 正 雄
後'ト の}え に 生lrl了
科 目 名:基 礎 医 学1(医 学 †こト第2学 年 後 期 必 修 〉
}「～よn6参者委交:99V4己f・f差 気:97【 【11月更変ζ〔:88回11《'率 く:9〔).7P〔∫
*評 価 結 果(平 均)
IIIII.0'?
.,.,.,.,..,,,.lllll■lll}.F趨lll「 警岬1〔}・ 　ll互讐 ⊥1劉lll、1
*評 価に対する コメン ト
・トザ 律 ・-7一 高 井 章
● 講.義 θ)進 め 方 に 関'i一るIIL問.で,i-〉る 問5一 問11に'.)い て は 、'・1'へて(ノ)項liに ♪い て 昨 年 度.hりll'ljホ イ⊃1・ 、[二な り 、
平 均 値'(1、i.、1'li1・f卜 値:{.9をiL回,た,,全 体 とL.て 、 本 講 義 科liが 昨 年 度 以llに 、 学 牛 に.kく.'1えflllL＼れ ノ1二も の
とY,ら ね る り
● 遁二r.三1∫旺11、 階∫7「 各 履 修 ド題 に 割'11て1・ れ た 時 間 の べ'・.〉ン..噛』ノ、ほ 適 切 てLノ.二 か1に つ い て・ノ)・!気ンド で ン トル・:1.9
(昨fll直:}.8)Il・1々 卜'回,九,「 自 由 記 載 欄1にll;か れ た 意 」LにU♪ 野 ∴ 【=の:7-・'数 配 分 に 「1'」'る{く満4)11己 伐
か あ っ た 、,斗(年 度 の 木 科 目編1/kLの ゲY,に し.た い ∪
●[r印1。 酎 父欄[に は 他 に 、 学 習 内 容 が 難 角・アで 分 吊:が 多い しい う感 想 、 他 の 科 目 との1ノ寸容 の 振 分 け 〃 に つ い て の
1く満 な と か あ ・,,み二、,い か に し.て 留1富 な 内 容 ・」要iill,よ.く教 え る か 、 と い う点 に な お 一111・1の1次か 求 め ビ・オゼ(い る
.Lう.・で;し:)。
1
科ll名:基 礎 医 学 且(医 学 科・第2学:年 後 期'21・ 修)
lr夏『≦～↑委気:98酉L五 イ・1'変文:り し〕 【目1期更委女:301111耳 又ノ率く:50.0ρ 〔∫






















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・卜.デf-,,一.若 宮 伸 隆
・』輕理 学 、 微 ノL物 学 、 寄 牛 虫 学 で 構 成 さ 才1て い る 基 礎 医 学Hの 今 回i/)nil'価 点 は 、ii6fl;,5回 の 評fllli.ll∴と ほ ほIld等 一.、
し た 。}拘llIi〔ノ)1,ドll【iiにお い て コ ズン ト と し.一(一述 へ ま し.た1セ 乏業 言平f面ご1)1(111末Il式験1い 〔ノブ}'施1よ 下適 当.(3F)る こ と1に1判
L.て は 、 関 係 各位 に お 願 い し.一ぐ 「講 義 最 終 口」 に 実 施 さ れ 、 課 題 の1つ は 解 決 さ れ よL.た 。.主 た 、 毎1刈 の 、'i価一L
」芭ら ね ろ 「薬 理 学 、 微 牛 物 学 、 寄 牛 虫 学 め3禎 域 の 講 義 を1科 目 に ま,レ め,こ と の 伺 〕然iに 関1-.一い も 、 国 内
」,〔準 とLて の:1ア'ノ リ キ .、ラ ム に 準 拠 し た 形 態 で あ ろ しほ 云 え 無 埋 か 有 ⊃こ と は 事 実.Cあ り、 近 い11斜(、 改1吃;-1.
∫～ノ∫Ir弓一、 ノ7リ=、二.・L.ラノ、編i,f/1=業 う・jf皇f!「1「r-〔㍉詐～そ)..7、1'で.'f・1.函己し.一て す∫こ＼註〔一・3.。
1レ熊rj一 の 上 う に 、㌦:ジ ラ と も 、3領 」或・り学τ習 内 容 は 、lrト の 疾 患 に 関 わ る1ノ{範 な 知 識 に 関x』17・も ・わ て 、もり 、 医 学
教 育 後'ト の 臨 床 講 義 矩2講 す る.ト で 、 そ 内 ± 台 と な る もの ヒ「ゴえ 寸〔す 。 学 牛 諸 君 の 能 動 的 な 受 講 ・ぐ測 」待Lて い ま
ず、,
24
科 目 名:医 療 情 幸艮学(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)
履 修 苦 数:9:〕 配 付 委女:89囲 収 数:82同 収 率:92,1Pll
*評 価結果(平 均)
胱 一目;L鳴 ・町 齢 → 「 埋1け:Ill珊1,:)　」洲 笠"rl鰍
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ ー こノ旨 裾 ・仏 ・ 廣 川 博 之
イ≦講義 は 、D医 療 情 報 に1莫1.」『る 基礎 理 論 、2}医 療 情 報 管理 、:b医 療 経 済 、1)医 療 情 報・り社 会 医学 へ ・ノ,
応 川 の レ)の テー・.rで構 成 され て い る。 こ れ らは い ずれ も医療 情 轍 噛1乏で扱 う重 要 な領 域 であ るが 、i卜年 度 まで の
学 生 諸 君の 要 望 を踏.皇え、 今年 は理 論 的 、 技 術 的 な 市項kり 、臨 床 に関 連 す る よ う なll体 的 な 事 例 等 にllj問 を割
いた り 今年 は昨 年 に比 べ、 講 義 か わ か りや 寸 か コた 、 お も 〔.うか った とい うよ う な意 見が 増 えた 。
また 、lr卜f卜,1二同様 に 他の 授 叢 との ・「1:複に関 ずる指 摘 や 、 講 義 の 時期 に関 す る意 見かあ りた 。 講 義 内 容 に ・.・い.ぐ
は、 今後 さ らに 検 討L.た いU
(
1
科 目 名:臨 床 医"}ζ:序論(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)
斤覚"誓階 委女:9:;酉 己f・1幽数:88[u」 ⊥1《妾父:81【lll珪 《率:92.0,"
*評 価 結 果(平 均)
1:1馴∵:1与1-;:即 ∈ 霊
1特}:ll・ll:1一翌 豊 黒:㌣1劉ll:劉
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・7一 デ 梓 一 7一 奥 村 利 勝
この51卜 闘 、 各 臨諏 講 座 の く≧f村象の 紹 命 〔例1//科.学 とは 〉 で 講 義 を構 築 し.て き ま し.た。 臨 床 医 学 全 体 像/,・1�1、
渡 』」』意 味 て は 各諭 ・わriilに 行 わ れ る 意 義 は 左 き い と 考 え て お り:iミす 。 授 裳 評fiuiに 関L.て は 、 全 体 的 な 満 足ll芝が1;.8
、卜満1'C＼ る も〔わ で1よ 〔{;)り」三せメLが 、lrll収 数8P＼(わlilで 、 左 変 良 い が29名 、 良 い が"0名 でILII⊥1:《分 の6害1}(/γ';∫ヅllが
、:二・ノ塀 答 で あ り、'ト り♪⊥.'月=の学 生 に1よri旗1!内 容 と も にi髄 な か っ た.!二考 ノ七て い ま'」一。L.かL.、 ・'・ノ川 ・期 に こ ・り
内 容 の 講 義 イi弔ll講す る か 否 か 、カ リキ コ..'ラノ、1イ峯に 関 わ る 問 題 で も あ り 、抜 本白勺な 見 直L.が 必 要 と 杉え ら ね 皇 す り
科 目 名:臓 器 別 ・系 別 講 義 川(医 学 科 第3学 年 後 期 必 修)











*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・ト デ 律 一4一 高 後 裕
臓 器 別 ・系 別 講 義1出 よ、膠 原 病 、 感 染症 、rri[液病 学 を 対 象 と し.た講義 で あ るり 学 生 の 総 白評 価 は:;.8と ほ ほ満 足
1.て も らえ た と 杉えて い るり 各科 ・降分野 で も 弔:複項 口を 整埋L.て お り、 科ll構 成 に関 して は 比較 的 高 く評fll[1さ
れ てい る よ うであ る。 例 年 、授 業 内容 に 対 し て コマ 数 か 足 りな い 、 との 学二生 か ら〔り白山 意 見かvい が 、講 義 の 時
問 を増 やす こ とか膳 ず しも 多 くの知 識 に結 び つ くわ け で は な いり ま た 国家 試 験4)傾 向 を鑑 ゑ て試 験 問 題 に完 全1"1
答 を取 り ぺれ る'll=ど実 地 に即L.た 対.策も進 め てい る。 よ り正 確 か つ幅 広 い 知識 を求 め られ ζ)ように な ・・て きて.D
り、 従 来 型の..-tlii勺'1ユ:知識 の押 し.f・∫.けに頼 らず 、 授 業の 予習 ・復 習 も行 い その 都 度 疑 問 点 を 明 らか に し、 さ らに
.1学年の チ ュー[.[1ア ル や 、5学 年以 降 の7リ ご'.カ1し'/=i-7シ ・・プ も通 じて 自 ら積 極 的 に学 習.する こ とで 、1く ト




科 目 名:臓 器 別 ・系 別 講 義 八!(医 学 科1享∫3学 年 前 期 必 修)
履 修 者 数:94配 付 数:1'`)回 収 数:h(i回 収 率:'J5%
*評 価 結 果(平 均)
■階.i閉 劉 聞1圭奮 間ll間1… 閉1・閉18・間111間112騨 聞114
*評 価に対す るコメン ト
コー.f.f-'一 葛 西 眞
本 β辞了郵 土、1肖fヒ1器 ・[丙"}∫=♂)「勺拳卜白勺 ・タト拳1白勺言参1粗†、ヒ押了4寮に 段iL.て7、!き 才レき才/専 ド'1・ノ)教 員 力～糸勺2〔1名引旦'覧[.て 糸勺1ケ 月
川.で 集 中L.て 行 な う も の.で と朽る 。 本 年 度 は 講 義 の 内`frを 見 直 し 、 可 及 的r複 を 避 け て 川 コ マ1戒 ら[.て(iiiコ'一 ・'にス
it!、fヒL .た 。 総 台 評 価 は4」,r正エな の で 合 格 点.で あ ろ7)か 、,試 験 ま て ・ノ)準備 時 間 か ト分 で な い 、1差か 問 題 か 難L.か 一・
た と の 意 し、1.かあ り 、 例 で「よ り 肉:試 者 が 毎・か っ た が 、 例 年 と 人 ぎ く 変 わ りた 点 は な く、 、ド均 点 はlrrでt己、1二1点1.か 遼
わ な い 、 肉:試験 は い い.点 力L取 れ て い るu)で 、 授 業 を 含 め 今 少L気 台 い が 人れ ば 良 ㍉・だ/・ うり た だ ト'位:数名 〔ハ'』;ノτ生
ほ か な り 頑 張 ら ・㍉=い 、り く変 で は な い か[f想 定 さ れ 、 今 後 の 奮 起 を 期 待Lた いD
科 目 名:臓 器 別 ・系 別 溝 義M(医 学 科・第3学f卜 後 期 必 修)
斤蔓『≦占一委ζ〔:91酉 己f手委気:921111月 叉数:(i〔 〕11ri珂叉率:65.2/0
*評 価 結 果(平 均)
川1川2.川31菖14
:;.Ol.〔}:L83.2




















コ ー デ 仔 一 ㌘一 飯 塚
1血轟長luT覧ノ1」・系 統 、請7.武乾、1{-L、 目f乏fこト、 工1一鼻1叩天1π侯看こ1・豆頁歪貞ド訂`ケト千=1・、 亡4守千千11甘4爵タト手:i・、,ユぐ1蒔不・i・`ノ♪441・7ウ・ビ♪Z女」τ)di三r1一ほ苗:.」コ蔓1-(F、
合計105コ ∵ か ら ・も:る⇔ 一応 、 感 覚 器 系 とL.て 統 合 さ れ た もの で は あ る が 、 臓 器 別 系 統 講 義 とL.て の 統 幽性 に 欠
61て い る こ とは 、 学 生 諸 召』に 指 摘 、さね る 玄.で も な く 、 担 当L.て い る/つ の 科 の 教'1'1'全員 か 感 〔.て い る と こ ろ で あ
る 、,
結1壮 的 に 、 学 生 は 関 連 ・ノ)乏1.い 膨 左 な 分 量 の'lal識 を 詰 め 込 ま オ[る こ.ヒ に な り 、 統 合 講 義 の 意 義 か ら 疹 ～る と、
桐 当、 無 ∫甲の あ る..r一 ス 設 定 に な コ て い る 、,学 生 か ら の 、;'1そ価 も、 ぞ.り 点 を 問 顕 に して い る 意 児 が ～レか り た,、
f固 セ{ノ)1溝義 ド1r4～1よ、 興1「未深 く イLI〔∫:.義で 、ゴr・.,たと い う.壱:見1伍%く 見 ら れ 、=1-.ゲ.で 』払一 「～一 とLて 、 禦1,1をイ1'持・,
て 教 育 に あ た.,て くれ た 各1::i・の 教 官 に 感 謝 し、た い り
科 目 名:臨 床 医 学 概 論 且(医 学 科 第3学 年 後 期 必 修}
履 修 者数:93配 臼'数:92回 収 数:ろ20111,:56.5%
*評 価 結 果(平 均)
「聞1川2'川3出r4一 問5… 開6問7問87一 簡 ゆ.'問101問II問1211;ll3「!II1.iル 　　
:',.fi[.i.3.52.8 .、随 一1・3.y:・1.9i.)一.o-」 」 ….〔}3.8:1.9ン;.8
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
]一 デ 伴 一 ㌘… 吉 田 貴 彦
新 新 カ リで旧 衛 生 、 公 衆衛 牛 、 法 医 領 域 の 講義 か 門:編され、 第4学 年 で展 開 され る 「i,.s:医学 」1ト第,i..iで
倫埋 的 な 側面4)多 い 内 容 を 集 め た 「臨 床 医学 概論 「H」 と し展開 さ才[て1年1.」 とな るロ 前 期 に展1用され る臨 床
医 学 概 論[と 同 様 に 臨 床 講 義 と'F行Lた 開講 とな るの で 、 それ らの 知 識 が無(と も理 解 し.やずい内 容 の もの を 集
め て編 成L .たU社 会 医 学 の 広 い 範 開 を オ ム ニ バ ス方 式 で 展開 す る・りて、 科 目全 体 と し.て違 租 感 を も一.,ノ∫か あ った
L.、 科il名 と内 容 か 乖 爵匡Lて い る の は'ド実 て あ る。 総 台評 価13.8、 科[全 体`ノ.)履修 目的 〔評MilliI;.6)かわ か りに く




科 日 名:臓 器別 ・系別講 義W(医 学科第4学 年前 期/必 修)































*評 価 に対 するコメン ト
コーディネーター 藤 枝 憲 二
器別 ・系別講義Mは 、婦人科 ・産科、小児科、泌尿器科、小児外科、救急医学の各講座が担当し、成人女子か











科 日 名:臓 器別 ・系別講義四(医 学科第4学 年 前期/必 修)





























コーデ ィネーター 松 野 丈 夫
学生評価では、科 目構成、科口内容ともに4点 台前半の評価であ り、構成や内容については適切であったと判
断 してる。しかし、学生自身の評価でr習 ・復習に関する評価は3点 台であ
り、この点については、予習しやすいよう履修要項に⊥夫を加える、復習を促すような講義の⊥夫等の検討が必
要であると考えられる。
学生の個別の意見では、麻酔科蘇生科で作成 ・使用されているテキストがわか りやすいと高 く評価されていた。
その他に、救急部講義のコマ数増加の希望、3科 のうち麻酔科蘇生科と救急部は関連 してるが、整形外科は2科
との関連が少なく、勉強しにくい等の意見が出されており、今後検討を要すると考えられる。
総合評価 としては4.2点 であ り、講義を行う側としても合格点を得られているのではないかと考えているが、
上記を踏まえ、今後 もさらなる講義の体制 ・内容についての検討 ・改善を進める必要があると思われる。
科 目 名:加 齢 ・老化 と高齢 者の医学(医 学科第4学 年後期/必 修)
































*評 価に対する コメン ト
コ…デ ィネーター 奥 村 利 勝
本講は名前の通 り、臓器別ではな くいわば高齢者 という年齢 という尺度で区分けした臨床医学横断的な分野で
ある。しかし、少子高齢化 と言われる現在、 どの臓器別専門診療に関わる医師でも、高齢者診療において共有す
べき医学的知識がある。各臓器別講義の内容 と ・部重複する部分があるかもしれないが、重複 して講義される内
容は、それだけ重要であることを認識して欲 しい。また、臓器別講義の内容を本講義の内容で横断的に理解する
ことは一人の患者を見る全人的医療を実践する上でも役立つことを確信する。総合評価は4,1で 未だ満足できる
ものではな く、より 層 授業の展開を充実させることを]指 す。
一27
日■■■■■■■■■■國願騨口■闇漏■■■一■一闘騨■一卿 陽'魑一'汀
科 目 名:臨 床薬剤 ・薬理 ・治療学(医 学 科第4学 年後期 必修)
履修 者数:95配 付'数:93回 収 数:68回ll《 率:7;3.1%
*評 価結果(平 均)
f..]11問21"1"11ul問 ・ 間6澗7個8澗 ・ 澗1・)1問11間1";問1・ ・ 画1・1】
3.314.44.13,64.34.4 .1.44.↓.4,2.4.3.4.314.214.21.1.31
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・7-一デ 梓 … ツ… 松 原 和 夫
臨 床 薬 剤 ・薬 理 ・治',r.は 、 開 講 し て4年Hが 経 過/.た 。 本 科Hは 、 医 師 国 家 試 験 の 出 題 範 囲 に 対Lて 、 基 礎
薬 理 学 分 野 て1口 来 の カUキ ュ ラ ム で 不 足/一 て い た 部 分 を 補 い 、 基 礎 薬 理 学 か ら臨 床 薬 」里学 へ の 橋 渡[.と な る!、 う
な 内 容 、ヒす る こ1ヒ ・1陰目 的 とLて ス 仏 一 ト 〔.た。 こ の4年 間 を通Lて 、 学 生 か らほ ぼ 良 な1二な 評 価 を 受 け て き ノ'、ヒY;
舜 る.木 年 度 も ほ ほ 「司様 為靖平fittiであ ・,た り 来た 、 学 生 か らCBTび)前`わ 講 義 とLて も 役 に 、1ノ:,たと 、け)意 見 力・誰、
・た こIi二は 、4年 後 期 に こ の よ う な 授 裳 を 開 講 す る 意 義 が 理 解 さ れ た もの と思 わ れ る1、 今 後 も、 上 り 良 き 授 黛 と
な る ヒう に 史 に 検 討L改 善Lて い き た い 。
科 目 名:臨 床検 査学(医'学=科 第4学 年後期 必修)
斤覚iド≦者 Σ孜1=95西 【Lfj`妾女:94
*評 価 結 果(平 均)
　巳1塚.P
*評 価に対するコメ ン ト




















・7ザ で一r・一知 伊 藤
臨 床 検 際 医 学 二は ど の 科 に{,玄Lて 内 容 が 多 岐 に わ た り 、 か つ 浅 か ら ぬJ,1礎 的 知 識 を 必 要 と1一 る た め 、
(/}う♪!1「jd)[享 「1)先'L〃1=、1苗1義 イ・..f;原貞L・L.-cし ・:巨すo/》 ・年lf乏1土 、ド〔1)∫貞il{二 も 上ヒ車斐白勺Il'石し㍉;〔Fflrll(1.1'、L5}
[.た の で 講 義 の 内 容1/体 に は あ ヰの 問 題 力・な さ そ う で す9自 由 意 見 に 初 め て 、 「お も し.う か ・・た 」 、ヒ い う の か2,
:;;くら;}∫良Lr.二c>」 二 才iLまGよ 〆t,Lζ 二改ド～L㌧ 、i言平U閥1-Cず く}F紡 ド,レi,;二)努 ノJく,jf£ナむぐt二'必 窪{ごよ'L、1肯r.三 馬Li+去一)カ 」ド,-CJ-(♪ 一ノ∫、 各
先 牛 加.疑 一れ ぞ 川"こ 学 、 医 療 に 対 す る 理 念 、 信 念 を お 持 ち で 、 今 時?の 学 生 さ λ に は 多 少 、 戸 惑 い を 覚 え る,Lう
な 場 合.も あ ・、た.1、 う で す(レ シ ュ メ を 配 布Lな い な と)。 勿 論 、 受 講 者 の 能 力 に 対 す る 信 頼 が あ イ1,か ら 、 す へ て






科 目 名:選 択 必 修 コ ー・スi・1>lr㌃ ユ ー・[サ イ エ ン ス コ ー ス 」
履修 者数::;2配 付委交:ll2回 収数:26回 収率
*評 価結果(平 均)










b , 0 1 .
・,
・)
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
ユ ザ 伴 ・一/(一 吉 田 成 孝
/》年度 の コー・スか し9♪試験 を導 人寸 る事[二L .た り これ に.ヒり、 緊 張感 を持 たせ 受 講 熊 度 が 上 くな る 事を ね ら ・た
の で あ るが 、 必 ず し も向LLた とい え な いll=い う教 員の 声 もあ,た り た だ 、 こ れ まで に いた 極端 に態 度 か悪 い'γ
生(漫 画 を読 ・!ナ、携 帯 型 ゲー ム で遊 ぶ)は い な か った よ う だ口 問1.(試 験 や レポ ー ト〕の 評filiiは前fl1度 のL2か
ら:1.9へ と 若 「 トが.げ 二が、 試 験 の 内容 ヒ鼠共 に一6i:,芝持 され て い る も との考 え る。 寄 せ られ た コ 有 トほ 前 向
きに 受 講Lて い る学 生 か らの養1≧設 的 な意 見か 多.(、 意 を強 くLた 。 今 後 も内容 の 充 実 を図 りた い。
28
科 目 名:選 択 必 修 コ ー ス1・WI臨 床 薬 理 学 コ ー ス 」(医 学 科 第3・
履 修 ～1数::30配1・ 」『数12!〕 回 収 数:25回 収 率:89.70〔}
*評 価結果(平 均)
馴一






臨 床薬 理 学 け、、 第2学 年 て学 習/.た 基 礎 薬 理学 め 原埋 を臣篇床 に応 用す る際 に必 須 とな る分 野 で あ る。 叡コ ー ス
で は 、 その 理 解 の た め に 、 薬物 の 投 ケ・法 か ら薬 物4寮法 の問 題点 に至 る ま て、 臨 床 の 各分野 で 御 活 躍 の 先 牛 ノ∫1.『:そ
4戸」ノ.1"1♪!F(ノ)、1薄義 をfT.・て[r'1t・ノこの 言式験 糸占1壮1土、3、
の 質 の 高 さカ・窺 わ れ た、,虫た 、3年 生 には 履 修 前 の 分 野 も 含 まれ 、 内容 の 理 解 か た変 であ った か もLオ1な い。
か し、1年 次 で その 分 野 を1霞修Lた 際 、必 ず や そ の理 解 の一 助 に な る で あ ろ うり 今後 も 各科 の 先生 ノ∫に 御 協 川 貝
き、 さ らに臨 床 薬 理学 の理 解 に寄 与 ずる講 義 に して い 、琴た い と 杉え てい る。
1
科 目 名:選 択 必 修 コ ー スi・ 配 「生 体 構 造 機 能 蛋 自 ・病 熊 解 析 コ ・一ス
(医 学 科 第,,,,・4学 年 後 期 選 択 必 修)




*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コー・一デ 伴 一'r一 伊 藤 喜 久
総i..評fl【liの'F∫で・」が5点 満 点(り:}.9、【=いう こ と はB+と い う 感L.て 一4'り気 に な る 〔ノ)は 理 解Lや す 、うbた か(」,〔1ρ1.P)、
今 後 の 学 習 意 欲 を1曽 」一も の だ り た か(::i.」)の 項llで 、 回 答 昔22人 中li,7人 ほ ど が3以 ドの 、`醸 り1〈 台 格 の
評IIIIiであ ・,た ∴['で す 、 1か 月 問 に:a〕コ マ(ノ)集 中 講 義 で あ り、 特 に4年 生 は 臨 床 実 習11`1'前に あ た る 最 後(ノ)14'1学、レ
/`:る 。1前ll川力・「ノくく 、 カ・!〕=り基 小こ自勺矢ll,識呑ゴ要 ノRさ 才こ乏1)r勺'f学rノ)才);)1二1よll与「llj凄女、〈ルノレ・亡}=〈、 べ'べ'11,i{y)」丞./気i二・1}:りカ」1'・-C
あ る こ とは 否 め な い 。 た た 、 講 義 と い う の は 、 病 に 苫Lむ 人 々に 連 れ 添 う と い う μ、通 のIl標 の も 、1'1二、 講 義 を 」國
る ノ＼、 受llる 人 が 共 に 毎 え 、 相 々.にll11」激Lri・ う.kう な 時 一Cあ り て6t1.い も・り で ・」'。最 後 の 評llliiを[たi/)は 受`11iilllI
l.i人III:;2ノ＼そ の う1)llri答 蓄22ノ ＼'で'」一。 学 牛 さ ん に は も ・,.1二積 極 自勺に 聴 講 し 、 授 業 時 間 中 にll'll問な.1『を[、 て 、 わ か
り に くさ 、 疑 川!:1=と 々 喪H坦 .て も ら え る と 参 彦 に な る 上 う な 気 がL'1ミ'll㌔ 授 業 を す る 先 生 ノ∫〔ノ〉熱 意4)た 切 さ に い
つ か は 気 つ くの て[ユ:うll'れ と 、 悲Lい ノ、た ち が 少 な か ら ず 存 在 一」一る こ と も想 い 知 ら さ れ る 結1」↓て し.た、,
科 目 名:選 択 必 修 コ ・一スT・K「 臨 床 感 染 学=卜 一ス(医 学 科 第3・4'ヨ 之年 後 期 選 択 必 修)






















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
ユ ース コ ー ・デ 杯 一7-一 若 宮 伸 隆
本 コ … ス の 平 成2{,{+渡 の 受 講 学 生1上 、3、1学 年r↑ わ せ て:31各 でLた 。 授 業 評fl1[　は 例 年 とbJL.く 学 生 諸 卸.二 好
評 価 を 戴 い た と 思 いrkすn成 績 評 価 の ポ 仁 卜(ノ)1つ に な る 出 欠 確 認 に つ い て も 、 確 実 に 記 録 で き る 上 う にr.:
さ れ た と思 いlk一唄 、 こ の コ ー ス は 、 院 内 感 染1"防 ・午始 め と す る 感 染 症 基 礎 知 識 の 構 築 ・乍到:AEI標 の1・ ・、賢 て 細
.な1ン1-Cら れ て1;り 、 み り 目標 達 成 の た め に 、 学 内 外 の 多 彩 なh受 に 講 師 を お 願 いLて い ま す り 今 後 、 多 くの 学 生
Il呂i!㌃カ・イく=一τ一一ヲニ、を ・受 β苛L-(幽(才1ノ=・ 事 呑'}UI待[.博 〔』i』。
29
科ll名:選 択 必 修 コ ー ス 且 ・、「 科 目 名:選 択 必 修 コ ー ス π ・V「EBM・CPCコ ー ス1
(医 学 科 第3・4学 年 後 期 選 択 必 修)
r看 箋 昌・凄気:9酉 己fJ-委女:7回 ⊥1更麦父:7回 期更ノ亭く:10〔〕.0{〕o





*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ ー・ス コ ー デ 伴 一7一 奥 村 利 勝
選 択 必 修 コ ー ス 「EBMo・CPCコ ー ス1は 開 講[.4回 目6.迎 え た 。:30:,;の 中 前'卜11～ ヨ ∵ をEBMコ ー ス,後
iコ ∵ をCPCコ ー ス で 構 成 〔.即 臨 床 実 習 ・研 修 で 役 立 『,生 き た 知 識 ・ 杉 え 方 を 習 得 出 来 る よ う 心 が け た 。
選 択 者 は 、3午 生7名 で1年 生2名 の 合 計9名 で ほ ぼ 例 で{・・通 り 〔ノ)参加 ノ＼数 で あ ・・た り 総 合 評ll【liは1.5で 開 講 以 衆
〔・L3上7L5昨 年 度)・ 定Lた 評 価 が 得 ら れ て い る 。 総 自噛計 価 と と も に 、 私 達 か 最 も重 視 寸 る 問12吟 後
〔ノγ'始皆1意:(i%'1曽 す'カ・)び)百平fi晦茎,1 .8と ～茜;述 で き るd.,`ノ)で ピ偽:〕1'・1容べづ屹、」')ノ11:」薗{プ」と半巾析 し て い るo～ 欠{II'<.{、bX14:
な 内 容 で コ ・一ス ノi・1葺築 ・1'る、,
科 目 名=選 択 必 修 コ ー スrl・Vr臨 床 腫 瘍 学 コ ー ス1(医 学 科 第3・4学 年 後 期 選 択 必 修)
}1覚0毎～を麦1(=72酉 己f†数:70i目i"又 数:57ill川 更ノ率:81.4%
*評 価結果(平 均)
1;:
.1-「」誓 「lli;轡1廓rlil卿;lll輕 平F専 坤12"把 一1111
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
コ・ヂ 伊 ・7・・ 同 後 裕
臨 床 腫 瘍'γ=コー スは 、癌 に関 す る 基礎 白勺・臨 床 的 話 題 か ら疫 学 、臨 床 試 験 、 緩 和 医 療 に 至 る まで幅 広 い領 域 ろ畠
診療 科 の 枠 をllゴRて 学 習 で きる コー ス であ る。 例 年 をL回 る71名 の'噛1=生が 選 択 した が 、 出 席 に関'1'る 【`hl評lriiiが
L21卜 左変高 く、 総 台評 価 も1,1と 好 評 であ ・・た 。 卸 厚門豪 に よる 得意 分野 の 講 義 で 、学 生 も興味 深 く出 席[ .
i/)内容 に も満1t'./、て4,ら え た もの と考 え られ るり 本:ト ・スで は 、講 義 の 内 容 が 広 汎 か つ 由:門白ξ)であ る こ とか ら担
'vm.l
dW師 に 、1、り作成 さね た問 題 ビュ=らび に そ の 解 答 ・解 説 を 、 あ らか じめ 学 生 に 公 開[..そ の 中 か ら試 験lllj顕を川題
す る ノ∫法 を と,'(い るU試 験 に関 す る学 生 の 評 価1ま高 く 左変好 評 てあ 〉/:一り 昨 今、 か/t医 療 に関 ず るjl虻盤 的 ・{玉=幅
広 い 知識 か必 要 と され て お り、 今後 益 矧 勺容 が 充実 さね て い くもの と期 待L.て い る。
科ll名:選 択 必 修 コ ー スm・ 、1「 糖 尿 病 ・内 分 泌Up-Dateコ ー ス 」
(医 学 科 第3・4学 年 後 期 選 択 必 修)
rrn{≦rレ1委女:15V4己f・ 」'Σ1女二:20同 月～ぐ麦女:1.11lll珂3こ 率:70.〔 〕n'
*評 価結果(平 均)
ll11蟹 ⊥










コ ー デ 杯 一7一 羽 田 勝 計
'11ヨ ー ス の 目的 は
、 糖 尿 病 ・内 分 泌 疾 患 に 関 連Lた 最 新 の 医 学 矢ll識を 基 礎 分 野 か ら 臨 床 分 野 に わ た り幅 広 く専
門 的 に 学 習 ・垣1)こ と であ り、 従 来 の 系 統 別 の 講 義 で は 紹 介L.き れ な い 最 先 端 の 医 学 知 識 をf`f-:,こ と か て ぎ る 上 う
に プ ロ グ ラ ノ、さ れ て い る 。
学:生 か ら の 評fllliは、 科N構 成 お,ヒ び 不:1・目 内 容 共 に 概 ねLoで あ り 、 ・定 の 目的 は 達 成 で ぎ た.{.、〔ノ)と 考 え る り ・
ノ∫て3、 〔lL三訓乏fl唖び)1「玩ノ)-f・習f夏 習1二 一.・L・'(1よ、:凱:;凶ぐrζろり 、 もL、 こ ・り,点、う・己父'辱さ 才/オ/1.よ、 更 石=そ,汐<L・計軽角牟イい存子ビ、
れ た も 」〉と'lfx<に 朋 待 し た い と こ ろ て あ る。
3.…1学 τ年 と い う コ ー ス を 選 択 す る学二年 の 学 習 の 進 行 二伏 況 を 鑑 、な つ 一/ア 後4.)ヨ ー 』ス内 容 の 改 悠 策 を ぢ え る、L.ぐ
参 疹 に し た い 。
:;n
良
科 目 名:選 択必修 コー ス皿 ・～Ir感 覚器 医学 の最先端 コー ス」
(医学科第3・4学 年後期/選 択必修)






























*評 価 に対す るコメン ト
コーディネーター 石 子 智 士
当コースは、感覚器医学の基礎 ・臨床そ して最先端の全てを、眼科学、生理学、解剖学、耳鼻u因喉科学 ・頭頸
部外科学、麻酔蘇生科学の15名 の講師がそれぞれの立場から講義された。昨年 と比較すると、科日構成 ・科目内
容 ・総合評価のうち内容の重複に関する設問とレポー トに関する設問で0.1ポ イント評価が下がった他は、ほぼ
前年より高い評価をいただいた。しかし、総合評価は依然 として4.0を 下回っており、今後より魅力的な講義を
目指して改革する必要がある。個別の設問では、履修主題に沿った授業かどうかの問いには高い評価を得ている
一一方内容の重複に関しては低い評価であり、これは履修†題間 ・教員間というよりも臓器別 ・系統別講義の繰 り




科 目 名:選 択必修 コースm・ ～Il救 急 ・プラ イマ リケア コー ス」
(医学科第3・4学 年後 期/選 択必修)






























*評 価 に対す るコメン ト
コーデ ィネーター 郷 一 知
点数では概ね4.2～4.6点 の評価を頂きました.履 修の目的をi急 を要する疾患,病 態を通 じてプライマ リケ




講義の維持の難しさを感じさせられました.し かし,で きるだけこの形式を維持 したいと思いますので,次 年度
からは受講人数を30名程度に制限しようかと検討しているところです。
科 目 名:人 間科学1(看 護学科 第1学 年前期/必 修)































*評 価に対する コメン ト





意見もあ・,た。本教科 日に対 して学生間にも様 々な意見があることは、一人 ・人の学生に応じたより決め細かな
対応が、講義の展開だけでなく質問対応にも求められることと理解している。そのため、講義の展開に合わせた
フォローア ップを早めに行っていく必要性が感じられる。定期試験に関しては、中間試験や小テス トを実施する








科 目 名:人 間科学II(看 護学科 第1学 年編 入3年 通年/必 修)
履修者数:70配 付数:70回 収数:55回 収率:78.6%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 間6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13
3.6
問14
2.0 4.1 3.6 2.7 e),4 3.6 3.5 3.7 3.7 3.6 3.6 3.4 3.5
*評 価に対する コメン ト
コーデ ィネーター 藤 尾 均
看護学科の第1学 年 と編入第3学 年を対象とする人文 ・社会系の必修科日である。平成20年 度の担当は社会学
の専任教員が18コマ、倫理学の非常勤講師が7ゴ マ、歴史の専任教員(筆 者)が18コ マ、病院長が1コ マであ',
た。学長も1コ マ予定されていたが、諸般の事情で休止となった。評価は平年並みであったが、どの項 目も、最
悪であった昨年 よりは0.2ポ イン トほど高かった。
本科 目の発足から10年、筆者のコ・一デ ィネーター歴 も確か8年 になる。科目名は 「人間科学」と極めて漠然と
している反面、教員の中には強い個性の持ち主 もいて、科目としての明確なコンセプ トを遂に確立できなかった。
ある学生の 「何のための授業なのかよくわからなかった」 という率直な感想が、1言い得て妙」 と筆者も思う。
この科 口は平成20年 度で姿を消した。筆者には、不完全燃焼のまま終わってしまったという後悔の念が残る。
21年度からの新たなカリキュラムでは 「看護社会論」「医療史 ・医療哲学」各1単 位 となり、科 目名もコンセプ
トも明確になった。時間数も減ってコンパクトになった。心機一転、頑張 りたい。
科 目 名:代 謝栄養学(看 護学科 第2学 年後期/必 修)






























*評 価に対する コメン ト














あなた自身について 問2実 習(演 習)に 毎回出席しましたか。
一 問3実 習(演 習)に 積極的かつ真面 目に参加 しましたか。
問4実 習(演 習)の 目的は履修要項やガイダンスで明確に
問5実 習(演 習)は おおむねスケジュールに沿って行われ
実習(演 習)計 画 問6学 生数に対して指導担当者数は適切でしたか。
問7指 導担当者は適切な指導能力を備えていましたか。
問8指 導担当者間の連携は適切でしたか。一
問9実 習(演 習)の 内容は、関連する講義科目の内容と対
問io事 前に配布された資料は、実習(演 習)を 進める上で
実習(演 習)内 容
間11実 習(演 習)に よって技術を十分に習得することがで
問12実 習(演 習)内 容の難易度は適切でしたか。
問13課 された提出物(レ ポー トなど)の 量や内容は適切で
問14実 習(演 習)は 今後の学習への意欲を増す内容でした
問15実 習(演 習)用 の設備 ・機材 ・用具などは性能 と量の
実習(演 習)環 境 問1fi安 全に対する適切な指導 と配慮がなされていましたか
問17学 生の人権に対する配慮がなされていましたか。一
総合評価 問18こ の実 習(演 習)は 全体 として 澗 足 で きる もの で し.t.:;
⑤ 強 くそう思う(非 常に良い)
③ どちらとも言えない(普 通)




科 目 名:生 命科学実習1(医 学科第1学 年前期/必 修)






































*評 価 に対するコメ ン ト
コ_'Tイ ネーター 立 野 裕 幸
総合評価は4.2で あ り、全体として学生の勉学意欲に応えられたのではないかと思っています。 この実習では、
「洞察力、観察力の育成」を学習目標のlll心に掲げ、顕微鏡観察、解剖、DNAの 電気泳動等、医学的な内容を
多 く取 り入れています。そのため、「医学部に入学した と実感した」 という声がある一一・方で、高校時代に生物実
習の経験が少ないため、実験器具の基本操作、観察の進め方、レポー ト作成、資料の選び方 ・活用法などに戸惑
う学生が多いのも事実です。その分、教員側に適切な指導が求められますが、問6(指 導教員数)、 問11(技 術




科 目 名:生 命科学実習 皿(医 学科第1学 年後期/必 修)







































コーディネー ター 本 間 龍 也
今年度は実習環境の面で高い評価を受けましたが、問6と 問13の項 目の評価が下がりました。原因は指導教員
の不足 とレポー トをワープロでな く手書きに変えたことにあると考えます。来年度から助教が加わ り教員3人 体
制になることで、前者は改善できるでしょう。手書きにしたのは、ワープロの方が教員も読み易 く指導し易いの
ですが、手書きによる教育効果を考え敢えて今年度から変更しました。 しかし、 レポー トのまとめ方 ・提出方法
等を含め今後も改善の余地はあるようです。表はA組 とB組 をまとめた結果ですが、問llと 問14でA組(10月 ～




科 日 名:生 命科学実習皿(医 学科第1学 年後期/必 修)
履修者数:90配 付数:84回 収数:84回 収 率:100.0%
*評 価結果(平 均)
問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13 間14 問15 問16 問17 問18
一
2.8 9.8 4.6 4.0 4.5 4.0 4.2 3.8 4.2 a.i 3.9 3.9 4.0 3.7 4.0 4.1 4.L 4.1
*評 価に対するコメン ト
コーデ ィネーター 高 橋 龍 尚
19年度と同様にA,B両 組による項 日ごとの評価差はほぼなくなりました。従来から懸案の事項であ りますパ
ソコソ操作に由来する諸問題の改善は,引 き続 き重点をおいて進めて行きたいと思います。一方,演 習課題の遂
行に関する,所 謂学力差の解消と基礎力強化の問題については,レ ポー ト内容についてメール交換により,個 別





科・II.名:匹 仁i命 利!1∫:'夫三習IV(百 で.く茎二科 一群シ1'学 年・後 其月4∠ ・ガ≦}
斤蔓禰峯 呂-麦隻:92酉i1.f・f芝1ζ(:811ロ1耳 《≡凌父::3・4回 叫～{率.:42.0"
*評 価 結 果(平 均)
間1
1.11
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・一・デr一 払 一'ム ー 渡 音B岡g
乍f「 ・塵芝lk、'∫ ξ皆マ角〆右f蛤1溝.'膠毫丁ξ月1L・ ノニ}艮自得突多舜、'ゲビ〔右.・実i罪1日 奪「}矧lir{二も 汁セ占右・Eゴ〒,,一..・=Uii:1-.糸 ノ1冠ナ く)え玄と 、ll艮 レ㍉才lr二 づご『i」尋
lL[」・1111..C・り1'1!解 を 深 め る た め ・.りL'せ を こL'・1-.た か 、 例 年 と 比 較Lて`}三 習 に 取 り 組 む 姿 勢 か ヒ葱rr桐1で な い 学'i訪 ・多(
'メζ曽{[
.ノ.・、、 ズ辣;1一ノこ糸占耳ξ、 ・ドf斗一1カ 」{く含4.ヒ ごよ ・,メご';ノヅ}ヱ よ{τ下1ルII■1分{二 月工1〕為:;り・.、/「げ)カ ・ろ・」乏 く1.}ぐ宿ゴL.、r?;1ロ1〔.ノ所蔓"峯
時 にli、 か/1(1:..ド(い ノ.二だ,∀ 二い 。 ゴミノ.二無'jl:にri格Lた 学 牛.で も 、/沁 後 、 他 ・./.)科U冷 学...～1過 程 て.lE常 の 細.織 構 築 を
(i(IFIud:・[./一く,{一に.、ノ=12,}L.lll二{.よ、 角架ゴ刊J':,.r-.al?円「足貞1数 角'71!午F}∫=う♪Ψ】;しノ)fJ卜'h:'-4{-〔5髭貞彼気f亮`1ご{121{:票イくイ1・勧【1客{て`.さ「る1ノ)「=『、 」宝1・静1.1上〒・r
l.二斗ぐノ;{[.ぐ3次 〔.㌧ ・、う
{}・卜ll名:基 礎 医 学'.1、三習1(医 学 科 第2学 年 後 期 必 修}
斤蔓ll{ぢノ{髄妾隻:1)6酉[lf・ ∫'委父:91i1rl月.《 凌ζ〔:72111i耳 叉率:10.696
*評 価 結 果(平 均)
i馴ll淵1槻1"嵩ll鷺 際:-ll鷺 ・ll罵「囎 塑
、ll.:帆1埋1チ.ll}ll崇1讐萱 ∵レ!ll且1}陣1,1ド埋 、1
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・レ ・心 † … γ ・一 吉 田 成 孝
今f「 ・度4)1,陰 礎i気1・ 』}・「=`」.ご1屡ノll.1.,II'「{ギ θ.)1.之 省 、r、i、軋ろ.・,～・二kえ て 一、7で ・1-・ プ 、1.ン ジ をfl'… た り'メ 三『il～1〔ノ.)1'」容 〔ノ)H・l/.1川 酉己分 イi幽111:検
匹fJ【.、 」占当1,乏,{1=`1イ 滑t〆る.、〆う、;つ、し噛,,{.レ=L、4ン装 ζ二変 ㌧ま芝1.ノ..二 免炉'噛;∫:ノ1=.しノ)二;、1乏Ullil`1fイくft日1:で 「'.1隻.↓二く.ま1.1[匹ゴ」4:.一ξ1～ダ)ノ.:)〆うL、fケUでi'・ji111)充'」 ご1/`
'1
.1・IIIIカいぐ.,ぎ/.二.も 、び)、 ト 考'.二:・.'(./・ る,,.ち ・hヒJ'壕 乱 ㌃ イ'旨荘享 ろ∫望り`ノ 戸「、ヒ 孫さ制[1吟 鴇';ilと 月1断角ぞ}'初 レり 比「釧昌」酉己 り♪1=対.'4る..1こ ピ1碕1-、lj日力 ・
オ1ノ ㍉,々[1概..L'ノ ノ、`ノ)4ii,kLぺ ⊃tイLイ1ナ ・旗L・ と 疹'二.7/1)ズ 、f、も 「朽 て)カ.・、 ヒ リjl盲{ソ 君 二`声ご〃芭'天二二き イ三}.kう1二Il長[.-`ぐL㌧ 殴 ノこt㌦ 、
1欠f「 ド乏 ル 、ら1.1∵ メ三1」ヤ冗1び)己 女ll箏{♪i`さ 才/'』⊂㌦rj{1、'寝 宝ちマ仁・;{しりJ:漿 」』竜 も..=才i皇 一で 上.ノ、}..1二lr1]1..r≠ る 」'・'1ヒて.謹 一ゾ ニ}1、1と ら{=イ 己'1三
1!:'1三 ・露1と し.'C1、 ＼＼r二L㌦ ♪
千こ1.ll名:九 堅百楚じ「、∫}ζ1づ三iルマi(1矢 「'詮1}:1・解∫:3学'Ifill貝 刀4)く 荊毎)
斤蔓"{≦呂』浅ζ(:93酉 己rt変 気:881u1∫1《 妾ζ〔:81回11《 率.:92.096
*評 価 結 果(平 均)
ll媒 囎ll聾:lll弓 「鶯 ・「::1:;牌÷翌 翠・けn∵塑 〔iけ熱;日1里1ぷ「1∵、:}一:1∵』1:1∵ポ
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
・・一 テ 律 一 ・一 若 宮 伸 隆
自 山 記 戟 の コ 丸1・ 欄 に1医.'γ:的 興1宋 か そ そ ら れ る 、,1等 の 記 述 か 見 ら 才.1、 乍実 習 は 、 昨 年.度 に り1き 続 き好 感
呑jl.ぎ一、..ぐ'受・1;ll緊ノV.n(1君ヱニn・rfさ 才.lr二と 、固、/、Lヒー.ru
・ノ∫で 、 「説 明 時 間 か 長 い 、,説II月は 実 験 一f三Ilr貝の ゑ にL.て ほ[...い,.、」 と の 意 見 も あ り まL.た,,実 習 内 容 か 医"1:生 物
学 的 に1ド ・ノ)上 う に 位 置 臼.け ら れ る か を 把 握/..た 上 で 、 各実 験 で 観 察 さ れ る 現9こ を 考 察 寸 る・こ とが 人 切 で あ る とr.
..ヒ.L=角・γrl党を'fJ.,1よ.、.一⊂㌧・、一巨一よIJ、 角ギ言兜 ノフゴ去{ニ ー...八・一て.1よ己交.許.〔1)∫鉄1.山力霞{㍉る ンう・も父口才.1.」ミせ 〆L。 今1妾〔リロ果}1!〔冥二L.r二/・ 、L』、}己」,
い 」≡.・1`1、1'r己評IIlll」.1「{Uであ るry,3か 、 昨 年 度 と1・唄 ..く 高 得,rl」,一・=あ..・た.=ヒ か ら 、 仁実 習 か 憤 極/r」に 取 り組 む
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科 目 名:基 礎 医学実習V(医 学科第3学 年前期/必 修)






































*評 価 に対す るコメン ト
コーデ ィネーター 立 野 正 敏
評価はほぼ満足のい くものと考えます。基礎1で の病理学各論の講義 と連動せず、3年 生になってからの実習
である点で問題が指摘 された。ただ、実習を機会に基礎1で の知識を再確認した り、臓器別講義で説明される病
気の組織学的変化に興味を持っていただきたい。一部標本の不備について暫時、新しいものと交換を行っている
が、最近では人手困難な疾患の貴重な標本もあり、大事に使用 していただきたい。将来的にはバーチャルスライ





科 目 名:人 間科学実習(看 護学科第1学 年 通年/必 修)






































*評 価に対 するコメン ト
コーデ ィネーター 林 要 喜 知
人間科学実習に対する学生の取 り組みは、毎年、積極的かつ意欲的であり、今年は特に熱心な学生が多かった。
そのような学年から4.0と いう総合評価を頂 き、少 しほっとしている。個別の項 目でみると、評価が低めの項 目
は問13の レポー トの量や内容であった。これは他の実習科目との重複時期があるため、レポー トの作成作業に負
担を感じた学生が多かったためと推測される。この重複は新カリキュラムで解決 して頂 く予定である。また、レ
ポー ト分量が多すぎるというコメントに関 しては、各課題に対するレポー トの内容や適性量についても見直しす
る予定である。 ・方、具体的コメン トでは、教員の声や聞き取 りにくい、質問したい時に教員が中座 している、
指導にあたる教員数が少ないなど指摘があった。これらについては、指導の体制や方法における創意⊥夫をさら
に重ねていきたいと考えている。
科 目 名:基 礎看護技術学1(看 護学科第1学 年通年/必 修)











































*評 価 に対するコメン ト
コーディネー ター 升 田 由 美 子




日7時 半から19時 まで利用できます。牢 き時間や放課後に有効活用して下さい。授業前には必ず教員問でミーテ






科 目 名:基 礎看護技術学皿(看 護学科第2学 年前期/必 修)







































コーディネーター 升 田 由美 子
今年から演習の構成を一部変更し、より学びやすくなるようにしました。特に学生同士の採血、皮内注射実施
時に円滑に進むように配慮しました。
学生評価の結果は、ほぼ4点 以上であり、目標 としたレペルの授業に到達できた と考えます。3点 台の3項 目






















問12課 された実習記録 ・レポー トなどの量は適切で したか。
問13実 習によって看護職者をめざす意欲が十分に高まりましたか。 _.一__
実習環境
問14実 習場の設備 ・機材 ・用具 ・物品等は必要十分な質 と量でしたか。
問15安 全に対する適切な指導と配慮がなされていましたか。
問16学 生の人権に対する配慮がなされていましたか。
総合評価 問17こ の実習は全体 として満足できるものであった。
⑤ 強 くそう思う(非 常に良い)④ やや思う(良 い)
③ どちらとも言えない(普 通)② あまりそう思わない(あ まり良 くない)
①2く そう思わない(良 くない)
科 目 名:看 護過 程論実 習(看 護学科第2学 年後期/必 修)


































*評 価に対する コメン ト
コーデ ィネーター 升 田 由 美 子
今年度より、実習を前半 と後半の2ク ールに分け、5病 棟で実施しました。評価内容については例年と大きな










科 日 名:小 児看護学実習1(看 護学科第3学 年後期/必 修)




































*評 価に対するコメ ン ト
コーデ ィネーター 岡 田 洋 子
評価表が臨地看護学実習 と同じため、保育園実習評価 として適合しない設問もあるが、最も高い評価項目は
「実習に積極的かつ真面目に参加した」の4.7点 、最も低い評価項 目は 「看護過程について、指導教員や実習指
導者から適切な助言が得 られたか」の2.7で あった。子どもと接する経験が極めて少ない現代学生は、了どもか




不満が多いこと、建設的な意見としてではな く要求 ・不満で終わらせていること(私0)こ の見解が見当違いであ
ることを祈りつつ)。
へ
科 目 名:地 域保健看護学 実習1(看 護学科第3学 年後期/必 修)




































*評 価 に対 するコメン ト
コーデ ィネーター 北 村 久 美 子
実習の目的は、地域で生活している人々を対象 とした看護を体験 し地域保健 ・看護活動を実践できる基礎的能
力を養うことである。本実習は、3学 年後期10月 、11月 にわたる大学近郊の市町村役場と市内の訪問看護ステー
ションでの実習である。
市町村役場の実習は、美瑛町 ・比布町 ・愛別町 ・東川町 ・中富良野町 ・南富良野市でした。訪問看護 ステーシ
ョンは、例年受けて頂いている市内5施 設と新規こもれび訪問看護ステーションの6施 設であった。講義 ・演習 ・
実習を一貫させた教育プログラムの基に、実習前には看護技術演習、学生個 々に実技試験を実施した。町村役場






科 目 名:母 性看護学実習(看 護学科 第3学 年後期/必 修)




































*評 価 に対す るコメン ト






映できるように導 くこと。 また、ケア提供者 としての学生の自覚をさらに促すような働 きかけを臨地実習指導者
の方々とともに行う必要があると考える。
37一
科 目 名:精 神保健看護学実習(看 護学科第4学 年前期/必 修)










































*評 価に対 するコ メン ト
コーデ ィネーター 作 宮 洋 子
精神保健看護学実習は旭川医科大学病院及び市内にある旭川圭泉会病院での2単 位の実習ですが、主に、病院
における臨床に主眼をおいて、治療の場での看護ケアを休験 し実習できるように計画しています。さらに、実習
の最終 日は地域社会とのつながりや祉会復帰支援への理解を深めるためにデ イケア施設での実習を取 り入れてい
ます。






科 目 名:小 児看護学実習 皿(看 護学科第4学 年 前期/必 修)




































*評 価に対 するコメン ト






昨年最 も低かった 「看護技術を実践する機会が多くあたえられましたか1は 、今年も低かった。実習環境に関
する評価 ・総合評価も共に低 く、今年 も学生自身に関する自己評価 「実習に積極的かつ真面目に参加した」等の
みが4点 台 と高い、学生の教員評価の特徴が示された。教員は、学生の実習への取 り組みを動機づける任を担っ
ていると言える。
科 目 名:成 人看護学実習1(看 護学科第4学 年前期/必 修)
















































*評 価に対す るコメン ト
コーデ ィネ…ター 加 藤 千 津 子
「成人看護学実習1」 は、主に周手術期の患者を対象 とした3週 間の実習です。実習は、1週 口を手術室見学




います。「学内演習を実習で活用で きた」 という自由記載 もあり、実習計画の評価も4点 台であることから、実
稠構成の意図を、学生は効果的に活用できていたようです。
また周手術期の特徴上、難易度の高い受け持ち患者が多いのですが、学生が積極的に実習したことや看護過程
への助言を行うことで、患者の難易度は適切 とする得点も高 くなっています。 しか し、難易度が高い患者を受け
持つことで、 日々の記録や看護過程が複雑化してしまうため、記録に関する得点が3.9と やや低 くなっているの
ではないかと考えられます。
実習環境や総an評 価 も4点 台で、概ね良好な評価 となっていることから、今後も実習病棟と協力して
学生の高い満足感を維持できるように、実習を⊥夫したいと思います。
38
科 日 名:成 人看護学実習II(看 護学科 第4学 年前期/必 修)




































*評 価 に対す るコメン ト
コーディネーター 加 藤 千 津 子
成人看護学実習皿は,慢 性疾患をもち生涯コントロールを要する対象者あるいは人生の終焉を迎える終末期に
ある対象者を受けもつ実習であり,2病 棟で実施している。咋年の評価および意見を踏まえて努力した結果,す
べての項 目が上昇 し平均値で0.29ポ イントの上昇がみられ,総 合評価の満足度においても4.2と 良好であった。
昨年 との相違点は実習内容に関わる(問10を 除いた)問7～13に おいて4.0～4.4と 高い評価であり,特 に問11の
カンファレソスに関しては0.5ポ イン トも上昇 しており,実 習中より教員は活発な意見交換があ り充実 した内容
であることを実感していた。また,実 習環境についても0.33ポ イソ ト上昇しており,臨 床の協力に感謝するとと
もにさらなる努力をしていきたいと思う。また,本 実習は3週 間を同一・病棟で実習する唯一の実習であ り実習期
間が長いなどの意見も聞かれるが,慢 性状況および終末期にある対象者の特徴を理解してさらに学習を深めてほ
しいと願 う。
科 目 名:地 域保健看護学実習皿(看 護学科第4学 年後期/必 修)




































*評 価 に対するコメ ン ト
コーディネーター 北 村 久 美 子
実習施設は、公衆衛生行政機関で北海道庁から言い渡された上川保健所 と富良野保健所 と2度 目の旭川市保健
所であ一,た。6月 に保健所の実習指導者に人学まで来て頂き打ち合わせ会議を開催 し、その後も教員が詳細に連
携を取 り実習準備を行った。教員が作成した実習マニ ュアルに基づき学生が実習に輿味 ・関心が持て主体的に取
り組めるよう実習前 ・中をとおし実習指導を行った。その結果、19年 度と比較しほとんどの項Rの 評価が高 く総
合評価は0.9点上が り4.2点であった。指導体制 として教員 ・指導者数は不足しているが教員と指導者の連携がよ
くとれているという学生の評価であった。また、カンフブランスが有意義だったとする評価が4.5点 と最も高か
った。逆に、看護技術体験の機会が与えられたかが2.9点 で最 も低 く、このことはその機会が無 く保健所保健師
活動の現状を現していると思われる。学生の多くは看護師就職希望者であり、保健師活動に関心を向けることは
今年 も並大抵のことではなかった。次年度以降、北海道道庁が本学の実習施設は上川保健所 と旭川市保健所を指






平成21年 度 医学科第2年 次後期編 人学 生の人学式
が¥/成21年10月1口(木)午 前IO時OO分 よ り事務 局
第 ・会議室において執 り行われ ました。
当口は、 占田学長 よ り編 入学生 に対 して祝辞 が述
べ られ10名 が旭川 医科 大学 生 としての新 たなる一歩







































































平 成21年12月12口(十)14時30分 か ら病ll完玄 関 ロ
ビ ー に お き ま し て 、 木 学 の 室 内n奏 団 に よ り ま す
1ク リ スマ ス コ ン サ ー ト」 が 開 催 され ま した ,イ ギ
リ ス の ク リ スマ ス キ ャ ロ ル 「WeWishYouAMerry
_⊃
Chr・isLrnas」 か ら始 ま り ク リ ス マ ス ソ ン グ 全5曲 が 演
奏 さ れ ま し た 、,途 中 、 サ ン タ ク ロ ー ス が 現 れ て)k
場 され た 皆 様 に 手 作 り の ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン トを




'拝成21年12月19H(土)16時00分 か ら病 院 玄 関 ロ
ビー に お き ま して 、 本 学 の 合 唱 部 に よ り ま す1ク リ
スマ ス コ ン サ ー ト!が 開 催 され ま した,,曲 に あ わ せ
て 口∫愛 い サ ン タ ク ロ ー スや トナ カ イ 、 く ま の プ ー さ
け「1漏論
溺吻髪雛臓伽一














んが 登場 しダンスの披 露 と来場 いた だいた お客様
へ手作 りの ク リスマ スプ レゼ ン トを手渡 して い ま
した。 来場 の皆 様 の心 に優 しい歌声や 演 奏 を居 け




































'1え成21年12月2011(H)14時00分 か ら病院 玄関 ロ
ビー にお きま して、本学 のブラ スア ンサ ンブルに よ
ります 「ク リスマスコンサー ト」が開催 され ま した。
毎年恒例の コンサー トです が、定着 した ファンの多
いコンサー トで今回 も沢lllの皆様が来場 されま したU
演奏は3部 構成に よる全11曲 で、第1部 では 「崖の
Lの ポニ ョ」 など3曲 、第2部 では曲のイメー ジに











1曲 、ホル ンア ンサ ンブル にて2曲 が楽器紹 介 を
交えなが ら、第3部 で は 「恋人たちの ク リスマ ス1
な どの ク リスマ ス ソン グをサ ン タク ロー スの扮装
を した1年 生部 員が ダ ンスを披 露 しての演 奏や 卒
業生が ソリス トの演奏 な ど4曲 が演奏 され ま した。
最後 にア ン コー ル 曲 と して 「君の瞳 に恋 して る1









































































































































西 川 祐 司
小 林 博 也
岩 兀 純
占 川 博 之
鎌 田 恭 輔
平成21年 度の外国人留学生交流事業が12月23日(水),
24日(木)の2日 間 の 日程 で,本 学 に留学 してい る
学生 とそ の家族,研 究者 と して在籍 す る外 国 人 と
そ の家 族及 び 関係 教職 員の7ヶ 国,合 計29名 が参
加 して実施 され ました。
この事 業 は旭 川 市内近 郊だ けで はな く,北 海 道
内の名所 を外 国人留 学生 及び 帯同 され てい る家族
の方 々に観 て もら うこ とに よ り,旭 川 医科 大学の
在 るこの北海道の良さを再認識 して もら うとともに,
様 々な 国か ら来 日され てい る留 学 生同 上の 交流及
び外国 人留学 生 と教職 員 との交流 を図 る こ とをH
的 とした ものです。
今年度 は 、登別 温泉 を宿 泊地 として登別 市内 に
あしかのシ、一レ 里 　1併
(練習中)}一 伊 乏
あ る水族館(マ リンパー ク ・ニ クス)を 見学す る こ
とを 日的に計画 され ました。
当 目は,夕 方に宿泊施設 に到着 し夕食の後にカラ
オケを交えた交流事業が実施 され普段はなかなか話
をす る機 会の少 ない教職 員とも大変賑や かな中で意
見交換会 が行われ ま した。
翌 日の水族館 では,イ ル カの シ ョーや キングペ ン
ギンの行進 な どを見学 し,そ れぞれ の国では観 る機
会の少 ない魚や生物に驚 きの声を発 した りと,楽 し
い時間を過 ご していただいた よ うです.そ の後、北
海道大学に移動 して食堂にて昼食の 「ハラルランチ1
を摂 って いただ き,夕 方には本 学に到着 して外国 人
























※一括(年 額)納 付については、毎年手続きが必要となりますので注意して下さい。 (会計課出納係)
・)
